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は じ め に 


16 世紀 末 、 日 本 全土 を 平定 し た 豊臣 秀吉 は 、 無 謀 に も 朝鮮 侵略 に 乗り 出し た 。 
日 本 で 文 禄 ・ 慶 長 の 役 と 呼ば れ て いる この 戦争 は 、 朝 鮮 で は 王 辰 祖国 戦争 また 
は 王 辰 修 乱 と 言わ れ て いる 

日 本 侵略 軍 は 水陸 並 進 策 を も っ て 一 挙 に 全 朝 鮮 半島 を 占領 し に うと も くろ ん 
時 


こ で 朝鮮 水軍 は 、 朝 鮮 南 海 か ら 西 海 へ 向かお うと し た 日 本 水軍 を 完全 に 制 

圧 、 撃 減 し 、 戦 争 の 勝利 に 大 きく 和 与 し た 。 

朝鮮 水軍 が は る か に 優勢 な 日 本 水軍 を 相手 取っ て 連戦 連勝 し た の は 、 名 将 李 
猟 臣 将 軍 以 下 全 将兵 の 愛国 的 奮戦 と 有力 な 軍船 亀甲 船 の 活躍 が あっ た か ら で あ 
縮 9 

15 世紀 初め 朝鮮 に 出現 し た 世界 最初 の 鉄 甲 船 亀甲 船 は 、 堅 固 で 速力 が 大 きく 、 
すぐ れ た 銃砲 を 装備 し た 独特 な 構造 を 持つ 海戦 に 便利 な 兵 船 で あっ た 。 

本 編集 部 は 、 朝 鮮 の 世界 的 な 発明 品 で ある 亀甲 船 と 中 世 の 朝 鮮 文 化 に つ 
読者 の 理解 を 深め る こと が で きれ ば と いう 願い を こめ て 、 亀 甲 船 の 活躍 と 、 軍 
事 技術 上 の 特性 、 戦 闘 カ な どの 資料 を 総合 し て 本 書 を 刊行 する こと に し た 。 


[ 亀甲 船 の 出現 と 時 代 的 背景 


朝鮮 に は 古く か ら 伝 わる 『 亀 の 歌 』 と いう 歌 議 が ある 。 


亀 よ 亀 よ 頭 を 上 げろ 
上 げ ね ば 焼い て 食っ ちゃ う ぞ 


この 歌 は 、 朝 鮮 人 が 遠い 昔 か ら 亀 に 親しん で きた こと を 示し て いる 。 
亀 は 胴 部 を 覆 う 甲 に 頭 、 四 肢 、 尾 を 隠し て 身 を 守る 、 温 順 な 、 長 寿 す る 動物 
選 し て 知ら れ て いる 。 


朝鮮 人 は 伝統 的 に 亀 を 好 ん で きた 。 そ れ は 、 全 国 各 地 で 亀 を あし ら っ た 歴史 
遺物 が 多く 見 出さ れ て いる こと か ら も よく わか る で あろ 2 う 。 
有史 以来 朝鮮 は た び た び 外敵 の 侵略 を 受け て いる が 、 海 か ら の 侵略 も 例外 で 
な か っ た た め 、 す ぐれ た 軍船 の 常備 は 不可 欠 で あっ た 。 

そう し た 事情 で 、1416 年 に は 『 乗 船 直 指 録 』 が 、1469 年 に は 『 経 国 大 典 』 
が 編 筐 さ れ て いる 。 そ こ に は 船舶 技術 規定 と 造船 お よび 船舶 の 運営 ・ 管 理 に 関 
する 各種 の 規定 が 記さ れ て いる 。 こ の こと は 、 当 時 、 造 船 が 設計 図 に 依っ て 進 
め ら れ 、 船 舶 の 統制 と 検査 も 技術 規定 に 即 し て お こ な わ れ た こと を 示し て いる 。 
ちな み に 、 世 界 最初 に 作成 され た と され る 人 造船 規定 は せ 、 イ ギリ ス の 『 ロ イド 海 
事 規定 』 で ある が 、 こ れ は 1774 年 に つく られ た も の で ある 。 

技術 文化 の 長い 伝統 を 誇る 朝鮮 で は 、15 世紀 、 艦 船 の 建造 と 兵器 の 製造 で 著 
し い 進 歩 を と げた 。 当時 、 水 軍 は 軍 統 率 体系 を 改め る 一 方 、 艦 船 の 質 的 構成 を 
改善 し 、 性 能 の すぐ れ た 新型 艦船 を つく り だ すこ と に 力 を 注い だ 。 

王 辰 祖国 戦争 (1592 て 1598 年 ) で 威力 を 発揮 し た 亀甲 船 は 、 従 来 の 造船 技術 
と 海戦 法 を 分 析 ・ 総 合 し 、 そ れ ら の 長所 を 生か し て 建造 され た 独特 な 兵 船 で あ 
8 

「 増 補 文 献 備 考 』 巻 120 に は 、 亀 甲 船 に 関す る 次 の よう な 記述 が ある 。 

「 わ が 国 の 戦艦 は 、 形 態 が 非常 に 大 きく 、 性 能 も すぐ れ て いる 。 人 びと は 数 
十 隻 の 日 本 兵 船 が わが 国 の 戦艦 1 隻 に 太刀 打ち で き な か っ た と 語っ て いる 。 


リス ン シ ン 


李 償 臣 が 亀甲 船 を つく り 、 そ れ を 駆 使 し て 連戦 連勝 し た の は 、 す ぐれ た 船舶 に 
依拠 し た か ら で あ る 」 

亀甲 船 が 初め て 実戦 に 参加 し た の は 、 王 辰 祖国 戦争 の 開始 間 も な い 1592 年 5 
月 29 日 で や る が 、 そ れ が は じ め て つく られ た の は 15 世紀 初め の こと で あっ た 。 


テ ジ ョ ジ ンジ 


亀甲 船 に つい て の 最初 の 記録 は 、『 太 宗 実録 』 に ある 。 こ こ に は 1413 年 2 


月 、 太 款 が 日 本 兵 船 と 戦う 亀甲 船 の 演習 を 見 た と 記さ れ て いる 。 同書 に は また 、 
2 


1415 年 7 月 、 左 代 言 の 卓 慣 と いう 臣下 が 王 に 堤 議 し た 国防 対策 案 第 6 項 で 、 旬 
甲 船 戦 法 は 多数 の 敵 船 と 衝突 し て も 損傷 を 受け る 恐れ が な いた め 、 結 局 は 勝利 
を お さめ る こと に な り ま す 、 そ れ ゆ え 亀 甲 船 を より 頑丈 か つ 優 秀 な も の に つく 
りあ げ て 必勝 の 手段 と すべ き で す 、 と 提言 し た 、 と 記述 され て いる 

世界 最初 の 鉄 甲 船 で ある 亀甲 船 は 、 科 学 技術 お よび 軍事 技術 分 野 で お さめ た 
朝鮮 民族 の 総合 的 な 成果 の 一 つ で ある 。 

冶金 お よび 金属 加工 術 の 進歩 と 火薬 兵 問 の 発明 、 海 賊 に お ける 接 艇 戦 か ら 砲 
撃 戦へ の 移行 、 そ こ か らく る 半 船 技術 な いし 艦船 建造 技術 の さら な る 向上 は 
独特 な 構造 を 持つ 強力 な 兵 船 亀 甲 船 を 出現 させ る 技術 的 前 捉 で あっ た 。 

1413 年 2 月 、 王 の 臨席 の も と 日 本 兵 船 と くら べた 新型 兵 船 亀 甲 船 の 性 能 試験 
が お こ な わ れ た 。 今 日 、 船 舶 工業 分 野 で 試験 航海 開始 日 が 該 船舶 の 完工 日 と さ 
れ て いる こと に 鑑み 、 亀 甲 船 の 出現 は 1413 年 2 月 で あっ た と 言え る 。 

前 後 7 年 に わた る 昔 烈 な 王 辰 祖国 戦争 で 、 亀 甲 船 は 日 本 侵略 軍 の 水陸 並 進 策 
を 破綻 させ 、 戦 争 の 勝利 に 大 きぐ 寄与 し て 朝鮮 人 民 の 気概 を 誇示 し 、 ひ いて は 
世界 最初 の 鉄 甲 船 と し て 、 独 特 な 船型 ・ 構 造 を 持つ 強力 な 兵 船 と し て 、 世 界 の 
船舶 工学 と 艦船 建造 の 発達 に 寄与 し た 。 

すべ て の 創造 物 は 、 歴 史 と 時 代 の 必然 的 な 所 産 で ある 。 朝鮮 の 亀甲 船 も 時 代 
の 緊迫 し た 要請 で つく られ た こと は 言 を また な い 。 

一 方 、 朝 鮮 人 民 の きび し い 懲 罰 を 受け な が ら も 佑 寂 (日 本 の 海賊 ) は 、 侵 略 
的 野望 を 捨て ず 、 外 獲 に も 平和 的 な 質 易 行為 に 従事 し て いる と 見 せ か け な が ら 、 
機 を 見 て は 待ち 構え て いた か の よう に 略 春 行為 を 働い て いた 。 

修 窓 は 朝鮮 の 複雑 な 内 情 に つけ こん で 、1419 年 5 月 5 日 、50 隻 の 船 を も っ 


ッ トド ゥ ッ ウ ム 


て 忠 清道 席 仁 県 都 豆 音 岬 に 、 同 月 11 日 に は 黄海 道 海 州 の 延 坪 岬 に 侵入 し 、 
略 礁 行為 を 働い た 。 


この 出来 事 に 釣っ た 李 朝 政府 は 、 公 寂 の 巣 窒 対 馬 へ の 遠征 を 計画 し た 。 
う 


が 、 
わ 6( 
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征 艦 隊 


当時 、 対 馬島 主 
これ に あき た ら ず 、 
ば 、 対 馬 は 


9 年 5 月 


を 編成 し 、 


さき 圭 た 。 


その うえ で 対馬 島 主 に 
。 慎 激 し た 朝鮮 軍 は 、6 
隻 を 分 捕る と と も 


い 、34 


は 対 朝鮮 質 易 を ほとん ど 一 手 
海賊 た ち を 使 吐 し て 略 春 品 の 一 部 を 真 が せ て いた 。 
委 臣 の 根城 で あり 、 兵 敵 基 地 で あっ た 。 


伏 を 受け た 未 征 軍 は 、7 
「 対 馬 遠 征 」 と 称し て いる 


致命 的 な 打 
クト の 
時に 2 
雑 化 し 、 
対馬 遠征 後 、 


し いと い 2 う 対 馬島 主 と 商 人 た ちの 要請 を 容れ 、 


民 数 


1 万 余 戸 
か り か 、 


対馬 と 


ノ 」 


仮 


こ 握 っ て 多大 


ーー 


海賊 の 頭目 の 引き 渡し を 求め た が 、 
月 19 日 、 対 馬 遠 征 を 断行 し 、 


中 旋 し た 。 この i 


三 道 体 祭 使 ( 二 道 軍司 令 


コジ ェ キョ 
・ 忠清 3 道 の 軍 船 227 隻 を 巨 済 島 の 見 


な 利益 を 得 て い た 
いい 


官 ) に 任命 し て 


Ka! 


ン ネ リャ ン 
乃 染 6 


に 集 紀 


梨 の つ 記 て で あっ 


海賊 船 124 隻 を 焼き 払 
に 、 多 数 の 敵 兵 を 殺傷 も し く は 捕虜 に 


し た 。 英軍 の 降 


月 3 日 、 巨 済 島 に 


は 変わ ら な か っ た 。 
海賊 た ちら は 再 び 朝 鮮 の 沿岸 


ネン イボ ポ 


質 易 を 再開 し 一 定 の 地域 内 で の 


スム 
語ら 


来 事 を 朝鮮 史 で は 


撃 を 受け た 日 本 の 海賊 集団 は 、 そ の 後 ほ ぼ 100 年 の 間 、 朝 鮮 に 侵 
と が な か っ た 。 
ら の 略 春 的 本 性 
国力 が 衰え を 見 せる と 、 
李 朝 政府 は 、 


16 世紀 初め 、 朝 鮮 の 内 情 が 複 


を 荒らし は じ め た 。 
商行 為 を 許し て ほ 


ム ポ 


訪 “ 


1443 年 、 


、 乃 伊 浦 


重 ) の 3 港 ( 三 


を 60 戸 に 


を 数 えた 。 
1510 年 4 


一 切 の 関係 を 断絶 する 強硬 


制限 する 
こう し た 制限 に も 拘わら ず 、 そ の 後 、 居 留 
増長 し た 
月 に は 、 


上 ) で の 交易 を 許可 
(『 失 衣 約 条 』) 

民 数 は } 
居留 民 は 、 朝 鮮 官 庁 の 統制 に 


芽 置 を 取っ た 。 


サ 目 


措置 を 講じ た 。 


ダ 。 ン ポ 
釜山 浦 、 


肖 え 続け 、 
従 お うと し な か っ た ば 
三浦 の 海賊 と 共謀 し て 反 動 を 起こ し 
来 事 は 「 三 浦 修 乱 」 と 言わ れ て いる 。 半月 後 野 動 を 鎮圧 し た 


NO 2 
浦 ( 応 


山 
する と と も に 、 選 


15 世紀 末 に は 


た 。 朝 鮮 史上 、 
李 朝 政府 は 


朝鮮 と の 質 易 を 通じ て 慕 大 な 


利益 を 得 て い た 対馬 島 主 と 商人 、 三 浦 を 追わ も れる こと に な っ た 居留 民 は 苦境 に 
陥り 、 外 交 関係 の 正常 化 と 貿易 の 再開 、 居 留 民 の 引き 続く 在住 を 請願 せ ざ る を 
得 な く な っ た 。 

李 朝 政府 は 、 暴 動 の 主 謀 者 を 厳 詞 に 処す る こと を 要求 し 、1512 年 、 室 町 幕府 
の 使 臣 が 首謀 者 た ちの 首 を 切っ て 持っ て 来る と 、 な お も 暴動 の 責任 を きび し く 
追及 し 、 二 度 と 侵略 行為 を 働か か いよ うに させ る こと を 故 わ せ た 。 そ の うえ で 
日 本 人 の 三浦 居留 を 禁止 し 、 罰 易 船 数 と 貿易 品目 、 数 量 を 制限 する こと を 条件 
に 貿易 の 再開 を 許し た 。 (『 生 申 約 条 』 ) 

対馬 島 主 を は じ め 日 本 の 諸 領主 は 、 そ の 後 も 毎年 、 貿 易 船 数 の 増加 を 求め た 
が 拒絶 され る と 、 こ れ に 遺恨 を 抱き 、 再 び 略 奪 行為 を 働き は じ め た 。 


局 シク 
1544 年 4 月 12 日 、 対 馬島 主 の 差し 金 で 20 和 隻 の 海賊 船 が 慶 尚 道 固 城 沖 合 の 


蛇 梁 島 を 能 撃 し た が 、 島 を 守る 軍人 と 住民 の 反撃 に あっ て 駆逐 され た 。 
李 朝 政府 は 懲罰 措置 と し て 、 日 本 人 居留 民 の 待遇 を 引き 下げ る と と も に 
室町 幕府 の 罰 易 船 を 徐 く 一 切 の 日 本 船 の 入港 を 禁止 し た 。 そ の 後 、 対 馬島 主 が 
謝罪 を 申し 入れ 、 禁 止 令 の 解除 を 懇 請 し た た め 、1547 年 、 以 前 より も 制限 され 
た 範囲 で の 食 易 を 許可 し た 。 (『 丁 未 約 条 』) こう し て 人 寂 は し ば らく 鳴 
り を ひそ め て いた が 、1555 年 、 ま た し て も 朝鮮 沿岸 を 荒らし 始め た 。 こ の 出来 

事 は 、 史 上 「 乙 卵 555 年 ) 修 変 」 と 呼ば れ て いる 

5 月 中 旬 か ら 6 月 下旬 に か け て ほぼ 1 か 月 半 も の 間 、 朝 鮮 南 海 の 島 々 と 沿岸 
に 侵入 し 、 殺 人 、 放 火 、 略 礁 を 働い て いた 佑 窟 は 、 朝 鮮 軍 民 の 果敢 な 戦い に よ 
り 、 多 数 の 死傷 者 を 出し て 駆逐 され た 。 

度 重なる 人 門 の 侵入 は 、 強 力 な 軍艦 の 建造 と 、 水 軍 の 強化 を 焦 眉 の 急 と し た 。 

一 方 、100 余年 に わた る 戦国 時 代 に 終止 符 を 打ち 日 本 国土 の 統一 を 果たし た 
豊臣 秀吉 は 、 勢 い に 乗 じ て 無謀 に も 朝鮮 と 明 の 支配 を 夢見 、 朝 鮮 半 島 攻略 の 準 
備 を 急い で いた 。 


日 本 の 企図 を 見 抜い た 李 発 臣 将 軍 ら 朝鮮 の 軍人 と 人 民 は 、 何 より も 侵略 者 を 
海上 で 撃破 すべ きだ と し て 、 不 洗 戦艦 の 建造 に 取り 組ん だ 。 こ うし て 、 彼 ら は 
伝統 的 な 艦船 建造 技術 と 経験 を ね ふま えて 、 以 前 の 亀甲 船 を より 有力 な 軍艦 に つ 
くり か えた の で あっ た 。 

亀甲 船 は 、1592 年 、 再 びそ の 雄姿 を 現し 、 実 力 を 誇示 する 日 の 到来 を 待つ こ 
ご 7 づつ だ 。 


II 亀甲 船 に つい て 


1 種類 


亀甲 船 に は お お よそ 二 つ の 種類 が あっ た 。 

1591 年 、 全 維 左 道 水軍 節度 使 ( 全 維 道 の 左側 水 域 を 担当 する 水軍 司令 官 ) に 
任命 され た 李 猟 臣 将 軍 は 、 情 勢 に 対処 し て 全 維 左 水 営 ( 全 維 左 道 の 水軍 基地 ) 
で 亀甲 船 の 建造 を 指導 し た 。 こ の 兵 船 は 左 水 営 亀甲 船 と 呼ば れ て いる 

左 水 営 亀 甲 船 は 、 王 辰 祖国 戦争 の 初期 に 威力 を 遺 懐 な く 発 揮 し 、 敵 軍 に 大 き 
な 打撃 を 与え た 。 

左 水 営 亀甲 船 は 、 竜 頭 の 下部 に 鬼面 が 陽 刻 さ れ 、 前 部 が 一 文字 に 切断 され た 
亀 の 甲 の よう な 形状 の 甲板 は 、 正 6 角形 の 小鉄 板 で 構成 され 、 そ こ に 剣先 や 雛 
が 林立 し て 、 敵 兵 が 踏み 込め な いよ うに な っ て いる 。 左 右 の 艇 側 に は それ ぞ れ 
8 反 の 構 が あり 、 船 体 に は 多数 の 砲 が 備え 付け られ て いる 

1593 年 、 三 道 水軍 統制 使 (忠清 ・ 全 維 ・ 慶 半 3 道 の 水軍 司令 官 ) に 昇格 し た 
李 発 選 は 、 実 践 上 の 経験 を ね ふま えて 、 統 制 営 (3 道 の 水 軍 基 地 ) で 亀甲 船 を 改造 
する 措置 を 講じ た 。 


遇 H 


統制 営 亀 甲 》 


こも 戦闘 力 に 


お いて も 当代 無比 の 兵 船 で あっ た 。 亀 ! 


を さして いる 。 


統制 営 亀 甲 
ド を 有 し 、 こ れ を 補助 推進 力 と し て 利用 し た 。 甲 
て id り また 
撃 口 も 以前 
に それ ぞ れ 22 が あっ た 。 
船 は 、 日 本 軍 と の 海戦 で つね に 先頭 に 立ち 
B 船 は 戦後 も ひき つづ き 建 造 さ れ た 。 

水軍 の 訓練 を 強化 


の 帆 相 
間 に 十 字形 の 通 
の ぁ 
左 右 に それ ぞ 

この 亀甲 


寒 と し て 絶大 な 威力 を 発揮 し た 。 亀 B 


船 は 左右 


活路 を 設 


甲板 は 椿 円 形 を な し 、 射 撃 
艇 側 


れ 12、 両 


これ に つい て は 、1622 年 、 


する よう 指 


れ ら れ た こと (『 正 祖 実録 』 巻 33 
狗 工 の お くり 名 ) 


( 思 武 は 李 
記録 が 残さ れ 


この 時 期 の 亀 上 


の 砲 が 備え ら 


砲 の 配列 に 違 


18 世紀 
道 に 3 


まで 、 亀 甲 


、 機 船 は 
10 和 隻 の 棲 船 


人 Ed 
速力 が 亀 上 
中 3 隻 を 亀甲 


て いる 


れる よう 【 


vy は あっ た が 、 


以 


船 は 京 鍛 道 と 員 清 
優 、 総 14 隻 が 配備 され て いた 。 

安 逸 を むさ ぼり 国防 を な お ざり 
国防 力 の 強化 に 役立て られ ず 、 


に も と づい て 亀 ! 


記 』 巻 179 


船 


5 生計 9 


中 世 朝 鮮 の 艦船 建造 技術 の 粋 を 集め た も の で 、 軍 事 技術 的 


に それ ぞ れ 10 盾 の 樽 を 持つ ほか 、 


国王 が 亀甲 船 の 建造 を 再 
14 年 7 


に 改造 し た いと 進 


1809 年 、 


NOCMNG SO ご の に の) 
前 の も の と 大 差 は な か っ た 。 

隻 、 慶 沿道 に 
し か し その 後 、 事 大 主義 的 な ] 
め 、 ほ か の 兵 船 と と も に 亀甲 船 も 
有名 無実 の 存在 に な っ て し まっ た 。 


首 


に し た ただ 
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船 と 言 えば 普通 


の 兵 船 


折り た た み 式 の 2 本 


板 は 林立 する 剣先 と 雛 の 


甲板 と 船室 を 結ぶ ハッ チ も つく られ て い 
の も の より 多く な り 、 そ の 数 は 甲 


板 の 


、 海 上 に お ける 不 沈 の 要 


開 し 、 


リ 
「 李 


B 船 は 船体 の 長 さ が 21.74m、 船 尾 は 12.16m 程 で あり 、 


チュ ン ム 
忠武 公 全 


月 ) 、1791 年 、 慶 沿 左 


H 船 より 劣る と し て 、 左 水 営 管 下 に は 亀甲 船 が 
言 し 、 こ れ が 受け 入 


』 


向 が 再び 建造 され た こと な どの 


70 余 門 


、 戦 後に 建造 され た 亀甲 船 は 


に それ ぞ れ 1 


9 依 、 全 苺 


時 建 文 配 


閉鎖 船型 


すべ て の 創造 物 が そう で ある よう に 、 亀 甲 船 も 技術 者 を は じ め 人 民 が 傾け た 
創造 的 活動 と た ゆま ぬ 努 力 の た ま も の で あっ た 。 

亀甲 船 に つい て の 記録 を 残し て いる の は 、『 李 朝 実録 』『 李 忠武 公 全 書 』 な 
ど 王 辰 祖国 戦争 後 の 史 書 で ある 。 と り わ け 『 李 忠武 人 全書 』 は きわ め て 貴重 な 
更 書 で ある 。 

本 書 (1795 年 編 革 ) は 、 王 辰 祖国 戦争 第 1 段階 の 勝利 200 周年 に 際 し 、 


考 行 合 に よっ て 編集 され た 書物 を 国王 正 祖 が 『 李 忠武 公 全 書 』 と 名 づけ 、 


リュ トッ ク 
ング 


[ 得 泰 に 命じ て 印刷 させ た も の で ある 。 す べ て の 物体 の 外形 は 直線 また は 曲線 
に よっ て 囲ま れ た いく つか の 面 を 持っ て 構成 され 、 立 体 を な し て いる 。 旬 甲 船 


の 船型 は 主 に 曲面 の 組み 合わ せ か ら 成 り 立 っ て いる 。 亀甲 船 の 原型 は 亀 で あり 、 
亀 は 曲面 体 の 動物 で ある 。 

「 李 思 武 公 全 書 』 の 「 亀 船 問 」 に は 、「 そ の 形 は 丸み を 帯び 、 あ た か も 亀 が 
日 に 当たっ て いる よう な 趣き で ある 」 と 書か れ て いる 。 原典 に 描か れ て いる 統 
制 営 亀 甲 船 の 図 を 見 る と 、 甲 板 の 周 と 中 央 部 横断 面 の 縁 、 船 必 は いずれ も 曲線 
6 ECU 

造形 上 曲線 美 が 強調 され る よう に な っ た の は 、 世 界 的 に は 20 世紀 後半 か ら 
で ある が 、 朝 鮮 で は 古く か ら 曲 線 美 が 追求 され 、 そ の 流れ の 中 で 亀甲 船 の 船型 
も 曲線 を 主 調 に し て 形成 され た の で ある 。 た だ 、 助 骨 だ け は 建造 に 便利 な 直線 
形 に し て いる 。 

H 板 は 鉄板 か ら な り 、 船 の 中 か ら は 外 が 見 える が 、 外 か ら は 内 部 が 見 えな い 
まみ な っ つて いる 。 

この よう に 、 亀 甲 船 は 世界 の 水軍 史上 初め て 現れ た 閉鎖 型 の 兵 船 で 、 現 代 の 
潜水 艦 と 同じ よう な 船型 で ある 。 

亀甲 船 は 、 全 長 35m、 最 大 幅 11.8m、 般 側 の 高 さ 3.5m、 最 大 船 高 約 5.2m と い 
う 、 大 型 の すぐ れ た 軍船 で や っ た 。 亀甲 船 の 出現 より 100 余年 後 れ て 世界 を 1 
周 し た スペ イン の 「 ビ クト リア 」 号 は 、 全 長 23m に すぎ な か っ た 。 


Tm 


簡易 船型 


船 舶 工学 で 言う 簡易 船型 と は 、 船 体 を 構成 する 骨組 み と 板 材 に 曲線 と 曲面 を 
極力 避け た 船型 で ある 。 

造船 に 際 し て 外 板 の 平面 の 割合 を 高め 、 骨 組み を 直線 化す れ ば 、 低 速 船 の 場 
合 、 労 力 と 資材 を 節減 し 、 建 造 日 数 を 短縮 する こと が で きる 。 船体 の 外皮 が 厚 
さ 120mm の 板 で 構成 され た 亀甲 船 の 場合 、 板 材 と 骨組 み に 大 き な 曲 線 ・ 曲 面 を 


持た せる こと は 困難 で ある た め 、 船 首 ・ 船 尾 材 と 底板 、 助 財 は 平面 及び 直線 を 
人 じ で いる 。 

同一 の 排水 量 で 喫水 を 最小 に する た め に は 、 船 底 を 平面 に すべ き で ある 。 

亀甲 船 は 簡易 船型 に 属す る た め 、 機 動 や 海戦 で 非常 に 有利 で ある 。 和 干満 の 差 
が 大 きい 朝鮮 南海 と 朝鮮 西海 で は 、 喫 水 を で きる だ け 浅 くす る こと が 重要 で あ 
る 。 同 一 の 排水 量 と いう 条件 で 、 科 易 船 型 の 軍船 は 喫水 が 浅い た め 干 潮時 に も 
支障 な く 機 動 で きる が 、 非 筒 易 船 型 の 軍船 は 浅 紀 で は 戦闘 力 を 失う 区 れ が ある 。 

亀甲 船 が 日 本 水軍 と の 戦い で 威力 を 発揮 し た 秘訣 の ー つ は 、 そ れ が 簡易 船型 
だ っ た こと に ある 。 亀甲 船 は 、 水 面 下 の 部 分 の 長 さ し L) と 幅 (B) の 比 を 大 き 
く 代 /B=3) 取る 一 方 、 甲 板 の 長 さと 幅 の 比 を 小さ く 取 る L/B=2.16) こと で 船 
の 速力 を 高め 、 他 方 木造 の 艇 板 を 盾 で 防護 し て 、 海 戦 に 有利 な 態勢 を 整え て い 
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亀 は 寿命 が 長く 、300 年 生き る と 言わ れる 。 朝 鮮 で 艦船 、 と り わ け 亀 甲 船 を 
亀 に 似せ て つく っ た の は 、 そ の 堅い 甲 と 寿命 に あや か っ て の こと で あっ た 。 建 
造 者 た ち は 、 了 堅固 な 不 沈 戦艦 を 構想 し 、 船 に 亀の甲 の よう な 装甲 を 施し て 亀甲 
船 と 呼ん だ の で ある 。 

人 類 の 戦史 は 攻撃 と 防御 の 歴史 で あっ た 。 

戦争 の 勝敗 は 攻撃 と 防御 を どう 結び つけ る か に よっ て 決ま る 。 イ ギリ ス で 最 
初 に つく られ た 戦車 の 装甲 の 厚 さ は 10mm で 、1917 年 11 月 、 カ ンプ ブレ ー の 戦い 
に 出現 し 、 ド イツ 軍 陣 地 の 和 突破 で 威力 を 発揮 し た 。 
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亀の甲 は 強力 な 防御 手段 で あり 、 軍 事 的 見 地 か ら す る と 要塞 化 の 象徴 だ と い 
だ る 。 

この 亀の甲 に 似せ て つく られ た 亀甲 船 は 防御 は も と より 攻撃 で も いか ん な く 
威力 を 発揮 し 、 朝 鮮 水軍 は 日 本 水軍 に 連戦 連勝 し た の で ある 。 
当時 の 日 本 の 史書 『 征 韓 偉 略 』 に は 、 英 船 は 全 船 体 が 鉄 で 呈 わ れ て いる た め 、 
わが 方 の 砲 は これ を 破壊 する こと が で き な か っ た 、 と 記さ れ て いる 

亀甲 船 は 、 木 船 か ら 鉄 船 に 移行 する 過渡 期 型 の 船 で ある 。 

亀甲 船 は 、 木 造 の 船体 に 装甲 を 施し 、 般 側 に も 鉄 の 盾 を 取り 付け て いた た め 
矢 は も と より 銃砲 弾 に も 破損 され ず 、 接 艇 戦 で も 砲撃 戦 で も 敗北 を 知ら ぬ 「 薄 
甲 船 」 の 威力 を 発揮 し た の で ある 。 

亀甲 船 が た だ の 木 租 で や っ た な ら 、 数 倍 も 優勢 な 日 本 水軍 と 戦っ て 連勝 する 
こと は で き な か っ た で あろ う 。 亀甲 船 は 焼き 打ち も 利 か ず 、 砲 を も っ て し て も 
破壊 で き な か っ た 世界 最初 の 鉄 甲 船 で あっ た 。 

ヨー ロッ パ で は 、16 世紀 に 砲 が 多層 甲板 型 帆 船 の 主要 兵器 と な っ て か ら 、 
1782 年 、 ス ペイ ン と フラ ンス の 連合 艦隊 が 敵 の 砲弾 か ら 艦 船 を 守る た め 艇 側 に 
鉄板 を 張り 付け た こと で 鉄 甲 船 の 歴史 が 始ま っ た と され て いる 。 ロ シア で は 、 
1834 年 に 鉄製 の 軍艦 を 建造 し 、 こ れ を 世界 最初 の 鉄 甲 船 だ と し て いる 。 


竜 は 、 朝 鮮 の 遠い 昔 か ら 、 英 知 と 勇猛 を 象徴 する 想像 上 の 動物 と し て 、 人 造形 
芸術 分 野 の 建築 物 、 寺 院 の 月 青 ( 彩 色 画 ) や 古墳 避 画 な ど に さま ざま に 描か れ て 
きた 。 亀 も 竜 と 結び 付け て 描か れる こと が 多かっ た 。 
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平安 南 道 江西 郡 三 墓 里 に ある 7 世紀 中 葉 の 
AS 高 名 肌 惑 画 古墳 江西 三 墓 に は 、 長 い 歳 月 を 経た 
衣 の ジー 今日 も 色 の 裾 せ て いな い 四 神 婦 が ある 。 
が = 東 本 南北 の 壁面 に 青 竜 、 白 虎 、 朱 雀 、 玄 武 を 
ン 宮 7 描い た も の で 、 玄 武 の 均整 の と れ た 姿態 と 繊細 
な 甲 の 模様 は あたかも 生き て いる 亀 を 思わ せる 。 
亀甲 船 の 竜頭 それ で いな が ら 頭 は 亀 と いう より 、 敵 を 襲 お うと 
する 竜 に 擬 せ られ て いる 。 和 亀甲 船 に は 、 こ の よう な 民族 的 伝統 に ちな ん で 、 へ 


さき に 


章 頭 が 取り 付け られ て いる 


英 を 威圧 する 一 方 、 口 か ら 煙 を 吐 


最 人 の 煙幕 発射 装備 で も あっ た 『 李 


亀甲 船 の 竜頭 は 、 艦 の 威容 を 際立た せ て 
き 出し て 敵 兵 の 目 を くら ます 、 世 界 海戦 喝 上 


うに 記さ れ て いる 
「 へ さき に は 竜頭 が 取り 付け られ , その 長 さ は 4 尺 3 寸 (1.28m) 、 幅 は 3 尺 


(0.9m 
出さ れ 


ー つ の 


ぬ ⑳。a 


童 頭 の 口 は 、 ふ だ ん 


) で ある 。 船 中 で 硫黄 と 煙 
て 敵 の 目 を くら ませ る 。… 
出入 り 口 が あり 、 そ の 両側 に 


忠武 公 全 書 』 に は 、 こ の 竜頭 に つい て 次 の 


硝 を 燃やし 、 口 を 開く と 霧 の よう な 煙 が 吐き 
… 竜 頭 の 上 部 に は 二 つ の 射撃 口 が 、 下 部 に は 
も 射撃 口 が 一 つ ず つ あ る 」 


は 閉ざさ れ て お り 、 戦 闘 が 始ま る と 開く よう に な っ て い 


船尾 


亀甲 船 の と も に は 2 本 の 尾 が 取り つけ られ て お り 、 こ れ に よっ て 、 船 の 揺 れ 
く 抑 え 、 速 力 を 高め る よう 工 夫 さ れ て いる 

世界 の 戦史 を 振り 返る と 、 火 薬 兵 器 の 出現 後 、 海 戦 で も 砲撃 戦法 が 導入 され 
に な り 、 そ の た め 、 艦 船 は 旋回 より 速力 の ほう に より 大 き な 注 意 が 向け 


を 小さ 


る よう ( 
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られ 、 船 形 は 次 第 に 細長 いも の に 改造 され て きた 。 だ か ら と いっ て 船 の 長 さ を 
むやみ に 伸ばす わけ に は いか な い 。 船体 が 長い と 、 船 が 流 の 上 や 谷 に 乗る 場合 、 
中 心 垂 直面 の 左右 に 作用 する カ の モー メン ト で 胴体 が 割れ る 危険 が ある か ら で 
ある 。 

亀甲 船 に 2 本 の 長い 尾 を 取り つけ た こと は 、 以 上 の 二 つ の 難点 を 同時 に 解決 
し た 工夫 で あっ た 。 


4 設備 と 建造 法 


設 備 


亀甲 船 の 設備 は 鏡 、 能 、 構 、 帆 、 係 留 手 段 な ど で あ る 。 

鐘 は 左右 の 午 に 一 つ ず つ あ り 、 鎖 の 全長 75m、 直 径 19mm、 鐘 の 重 さ は 合わ せ 
て 462kg で あっ た 。 鐘 の 上 げ 下 ろ し は 手動 式 ウ イン チ に よっ て お こ な わ れる 。 
中 世 の 船舶 は 能 を 船尾 の 甲板 上 に 設け る の が 普通 で 、 亀 甲 船 の 場合 も 同様 で 
あっ た 。 解 部 の 総 重量 は 378kg で ある 。 

構 は 左右 の 肖 側 に それ ぞ れ 10 抵 ず つ 据 えら れ 、 帆 柱 は 2 本 で ある 。 

明 の 華 は 軍事 技術 書 『 海 防 議 』 に 、「 朝 鮮 の 亀甲 船 は 帆 を 自在 に 立て た り 
寝かせ た り で きる の で 、 向 か い 風 や 引き 潮 に も 妨げ られ ず 自 由 に 航行 で きる 」 
書い て いる 。 
この よう に 帆柱 は 折り た た み 式 に な っ て いて 、 交 戦時 に は た た まれ 、 普 通 の 
航行 時 に は 立て で られ た 。 そ の ほか 、 船 首 と 船尾 の 左右 の 艇 に 2 本 ずつ 、 計 4 本 
の 木製 係留 棒 が 据え 付け られ て ある 。 


[て 
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建造 法 


前 述 の よう に 、 亀 甲 船 の 建造 で は 科学 技術 お よび 軍事 上 の 問題 点 が すべ て 立 
派 に 解決 され て いる 。 亀甲 船 の 威力 即 ち 堅 因 さ と すぐ れ た 航行 力 、 強 力 な 攻撃 
お よび 防御 力 は 、 艦 船 建 造 技術 に 負う と ころ が 大 きい 。 

亀甲 船 の 建造 法 は 、 一 般 の 木船 建造 法 と は 根本 的 に 異な っ て いる 。 とりわけ 
厚 板 同士 お よび 板 と 助 骨 の 接着 法 が 独特 で 、 接 着 剤 に は 特殊 な も の が 用 いら れ 
CWC。 


だ いか ん 


亀甲 船 の 建造 で は 大 串 造 法 と いう 接着 法 が 使用 され て いる 。 こ れ は 燕 し て 曲 
げた 板 を 鉄 釘 で 継ぎ 合わ せる 従来 の 方 法 と は 異な り 、 長 さ 3 て 4 尺 (90 て 120cm) 
の 板 に 穴 を あけ 、 鉄 釘 と 木 釘 を 用 いて 継ぎ 合わ せる 船体 施行 法 で ある 。 亀甲 船 
の 般 板 の 厚 さ は 4 寸 ( 約 12cmy で ある 。 こ の よう な 厚い 板 を 蒸し て 曲げ 、 船 体 を 
組み 立て る と いう こと は 不可 能 で あり 、 ま た 、 縦 、 幅 、 高 さ 方 向 に 厚 板 を 同時 
に 湾曲 させ 、 し か も 継ぎ 目 を きち ん と 合わ せる こと は 非常 に 難し い 。 そ こ で 般 
側 の 曲率 の 大 小 に か か わり な く 、 厚 板 を 細か く 切 り 分 け 、 そ れ ら を 適当 に 継ぎ 
合わ せ て いく こと で 必要 な 曲率 を 持た せ て 船体 を 組み 立て た の で ある が 、 こ れ 
は 実に 奇抜 な 着想 で あっ た 。 図 に は 、 大 上 串 造 法 に よる 態 板 組立 図 が 示さ れ て い 
05 


助 骨 
外 板 
水密 接着 剤 
釣 


6 @ の @G 


今 も 木船 の 艇 板 の 厚 さ が 最 高 40mm に 制限 され て いる の は 、 そ れ 以 上 厚く な 
る と 板材 を 曲げ る こと が 難し いか ら で あ る 。 船 の 各 面 は 綻 、 幅 、 高 さ の 各 方 向 
に 湾曲 し て お り 、 こ れ を 実現 する に は 板材 を 蒸し て 曲げ を 持た せる こと に な る 
が 、 板 が 厚く な る に 従っ て これ が 次 第 に 困難 に な る 。 そ こ で 外 板 の 厚 さ が 制限 
され ざる を 得 な く な る の で ある 。 

亀甲 船 の 場合 、 艇 板 の 厚 さ を 120mm に まで 高め る こと が で きた の は 、 般 板 造 
り で 曲げ 工程 が 省 か れ た か ら で あ る 。 こ の 省略 は 、 木 船 の 建造 で は 独特 な 工法 
で あっ た 。 大 串 造 法 の 導入 に よっ て 、 艇 板 に 厚 板 を 用 いる こと が 可能 に な り 、 

こ で 曲げ 作業 が 省 か れる の で 、 施 工 速 度 が 高まり 、 作 業 も 楽に な っ た 。 

、 昔 も 今 も 、 造 船用 木材 は 次 の よう な 技術 的 要請 を 満た す も の で な けれ 
ば な ら な いと され て いる 

第 1 、 表 面 お よび 内 部 に 一 切欠 陥 が な いこ と 。 

第 2 、 加 工 性 に すぐ れ て いる こと 。 即ち 製材 、 切 断 、 か ん な 作業 な ど が 容易 
で ある こと 。 特に 大 串 造 法 で は 多く の 鉄 釘 と 木 釘 が 打ち 込ま れる の で 、 穴 の あ 
け や す い 木 材 で な けれ ば な ら な い 。 

第 3 、 節 が な く 木 目 が 一 定 し て いる こと 。 等 方 性 で ある 鉄 と は 違っ て 、 木 は 
異 方 性 で ある 。 言い換え る と 、 木 は 細胞 が 厚い 膜 で 包ま れ て お り 、 材 質 は この 
細胞 膜 の 構造 に よっ て 定まる の で ある が 、 細 胞 の 配列 の 違い に よっ て 方 向 毎 に 
強度 の 差 、 つ まり 暴 方 性 が 生ずる の で ある 。 

朝鮮 で は 、 古 く か ら 以 上 の 点 を 考慮 し て 、 木 船 建造 用 に は エン ジュ 、 モ ミ 、 
ニレ 、 マ ン シ ュ ウ グ ル ミ な どの 木材 が 多く 用 いら れ た 。 

亀甲 船 の 建造 に お いて 接着 剤 は 、 隙 間 を 塞ぎ 浸水 を 防ぐ 不可 欠 の 材料 で あっ 
た 。 主 材質 は 石灰 で あり 、 そ の 主 成分 は 炭酸 カル シウム で ある 。 
石灰 石 が 豊富 な 朝鮮 で は 、 古 代 か ら 多く の 分 野 で 石灰 が 広く 利用 され た 。 例 
えば 、 古 墳 の 石壁 の 隙間 を 塞い だ り 、 募 を 補強 する こと に 石灰 が 多く 用 いら れ 
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た 。 石灰 は 歳 月 が 経つ に つれ て ます ます 固 さ を 増し 、 防 水 作 用 も 強力 に な る の 
で ある 。 

石灰 に は 生石灰 と 消 石 炎 が ある 。 生石灰 は 水 酸 化 物 、 談 酸 塩 ま た は カル シ ウ 
ム の 化合 物 を 熱 分 解 し て つく る 。 こ の 生石灰 に 水 を 加え る と 消石灰 に な る 。 

亀甲 船 の 艇 板 の 継 ぎ 目 を 塞ぐ の に は 、 水 で 練っ た 消石灰 を 板 の 表面 に 吸着 さ 
せる 方 法 で お こ な わ れ た 。 木 と 石灰 の 吸着 、 こ れ は 亀甲 船 の 建造 に 際 し て 開発 
され た 方 法 で ある 。 現在 の セメント 被覆 に よる 木材 の 腐食 防止 工法 は 、 こ れ に 
源 を 発し て いる 。 

亀甲 船 建 造 法 の いま 一 つの 特長 は 、 鉄 釘 で 接合 を お こない 、 木 釘 を さら に 打 
ち 込 ん で 鉄 釘 の 腐食 を 防止 する よう に し た こと で ある 。 

亀甲 船 の 建造 に 使わ れ た 板 は 非常 に 厚く 、 幅 も 300mm 以上 で ある 。 こ の よう 
に 厚く 幅 の 広い 板材 を 木 釘 で 接合 する こと は 不可 能 で あり 、 直 径 が 10mm 以上 の 
太い 鉄 釘 を 使わ な けれ ば な ら な か っ た 。 

昔 か ら 、 海 水 に よる 鉄 釘 の 腐食 は 避け が た いも の と され て きた 。 鉄 釘 が 腐食 
する と 接合 強度 が 著しく 弱まり 、 船 は 破壊 を 余儀 な くさ れる 。 こ の よう な 人 欠陥 
を 除く た め 、 亀 甲 船 の 建造 で は 鉄 釘 の 外側 に 木 釘 を さら に 打ち 込ん で 鉄 釘 と 海 
水 の 接触 を 枯 っ た の で ある 。 図 に は 、 木 釘 と 鉄 釘 の 施工 蔽 が 示さ れ て いる 。 


① 助 骨 
② 人 外 板 
③ 水 鶴 接 着 剤 
④ 木 釘 
⑤ 鉄 釘 
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亀甲 船 の 建造 で は また 、 木 材 の 表面 を いぶ す 炭 酸 ガ ス 化 の 工程 が あっ た 。 
消石灰 の 硬化 は 炭酸 ガス の 作用 に よる も の で ある 。 
消石灰 Ca(OH) は 大 気 中 で CO と 化合 し て CaCO0s に な る が 、 こ の 反応 は 非常 に 
緩慢 に 進め 。 そ れ は 、 大 気 中 の 炭酸 ガス CO。 の 濃度 が わずか 0.03% に すぎ な い 
か ら で あ る 。 

そこ で 亀甲 船 の 建造 で は 、 消 石灰 の 硬化 を 早め る た め 、 炭 酸 ガ ス 化 即ち 板材 
を 煙 で いぶ し て 炭 酸 ガ ス を 発生 させ る 方 法 を 工夫 し た の で ある 。 亀甲 船 の 艇 板 
を 煙 で いぶ し 、 石 灰 で 継ぎ 目 を 塞い だ こと は 、 多 年 に わた る 探求 と 実践 が 生ん 
だ 成果 で あっ た 。 

亀甲 船 の 建造 法 に つい て 、 日 本 の 呆 書 『 朝 鮮 役 水軍 史 』 に は 、 和 亀甲 船 は その 
上 、 板 で 船 を 組み 立て る 際 、 独 特 な 施工 術 を 用 いた た め 非 常に 堅固 で あっ た 、 
即ち 、 長 さ 3 て 4 尺 の 厚い 板 に 穴 を あけ 、 そ れ を 継ぎ 合わ せる 大 加 造 法 で 建造 
し 、 ま た 板 の 接 触 面 に は 密着 剤 を 塗っ た の で 、 あ た か も 陶磁 器 の 表面 の よう に 
水 の 浸 み 込む 隙間 が な か っ た 、 と 記さ れ て いる 


5 船内 の 配置 と 性 能 


「 李 叩 武 会 全書 』 に は 、 亀 甲 船 の 船内 配置 に 関す る 次 の よう な 記述 が ある 。 

[左右 の 前 に 設け た 欄干 を 信 防 と 言い 、 欄 干 の 前 側 に 付け た 横木 は 加 竜 と 言 
う 。 こ の 加 竜 は へ さき に 取り 付け て ある の で 、 あ た か も 和牛 馬 の 首 に く び き を 掛 
けた も の の よう に 見 える 。 欄干 ( 信 防 ) に 沿っ て 板 を 敷き 、 ま た 欄干 に 牌 ( 盾 ) を 
立て 人 巡ら し 、 そ の 上 に いま ーー つ の 欄干 を 設け て いる が 、 こ れ を 優 防 と 言う 。 信 
防 か ら 優 防 まで の 高 さ は 4 尺 3 寸 1.28m) で ある 。…… 


My4 


下層 に は 板 敷き の 部 屋 が 左右 に それ ぞ れ 12 室 あ り 、 そ の うち 2 室 に は 各種 
金物 、 3 室 に は 砲 、 弓 矢 、 槍 、 妃 剣 な ど が 別々 に 保管 され て お り 、 残 り の 19 室 
は 兵卒 の 休憩 室 に な っ て いる 。 上 層 の 左側 に は 板 敷 き の 船 長 室 、 右 側 に は 同じ 
く 板 敷き の 将校 室 が ある 。 兵卒 は 休息 時 は 下 の 部 屋 で 過ごし 、 戦 闘 時 に は 上 層 
に あがっ て 来る 」 

「 左 右 の 牌 に は それ ぞ れ 22 の 射撃 口 と 12 の 出入 り 口 が 設け られ て いる 。 竜 
頭 の 上 部 に は 二 つ の 射撃 口 、 下 部 に は 二 つ の 出入 り 口 が あり 、 そ の 両側 に も 射 
撃 口 が 一 つ ず つ 設 けら れ て いる 。 左 右 の 板 で 覆っ た 箇所 に も それ ぞ れ 12 の 射撃 
が あり 、…… 『 亀 』 と いう 文字 入り の 旗 が 立っ て いる 」 

図 は 、 原 典 に 周 ら し て 作製 し た 船内 の 配置 図 で ある 。 


亀甲 船 の 横断 面 
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鉄 甲板 
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亀甲 船 の 縦断 面 


原典 の 解説 か ら も わか る よう に 、 亀 甲 船 の 内 部 は 航行 と 戦闘 に 支障 の な いよ 
う 各 室 が 便利 に 配置 され て いる 

陸地 と は 異な り 、 海 上 で 戦う 艦船 は 、 日 常 生 活 と 戦闘 に 必要 な すべ て の 備品 
が 整っ て いな けれ ば な ら な い の で ある が 、 限 られ た 空間 に すべ て の 必需 品 と 戦 
闘 機材 を も れ な く 思 、 船 室 の 配置 が 適切 で な けれ ば な ら な い 。 

亀甲 船 は 内 部 が 上 下 2 層 に 仕切 られ 、 昇 降 口 が 二 つ 設 けら れ て いる 。 各 室 は 
今日 の 竿 壊 の よう に 通り 抜け る こと が で き 、 戦 闘 時 に 移動 や 指揮 、 命 令 の 下 達 
が 迅速 に お こ な わ れる 。 ま た 、 各 室 は 船長 、 将 校 、 兵 卒 な ど 階 級別 に それ ぞ れ 
割り 当て られ て いた 。 

船 の 前 後 左 右 に は 計 72 の 射撃 口 を 設け 、 火 力 密度 を 最大 限 に 高め て いる が 、 
これ は 、 装 楽 時 間 を 計算 に 入れ た うえ で 、 連 続 射 繋が 可能 な よう に 工夫 され た 
も の で ある 。 こ うし た 配置 は 、 中 世 の 海 戦 に 適合 し た も の で あっ た が 、 当 時 は 
まだ 世界 の どの 国 の 艦船 に も 見 られ な いも の で あっ た 。 亀甲 船 の こう し た 船内 
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配置 は 、 朝 鮮 民族 の 規則 正しい 生活 、 ル 帳 面 で そつ の な い 仕 事 ぶ ぷりを 反映 し た 


も の で あり 、 船 の 
船 の 性 能 は 復元 性 、 


復元 性 と は 、 傾 いた 物体 が 元 の 位置 


起き 上 が り 小 法師 で 、 
ある 。 


一 般 の 船舶 を 含め て 艦船 の 復元 性 
甲 船 は 猛烈 に 動き まわ り 体 当たり 戦法 を 


重要 な 問題 で あっ た 。 


船 の 復元 性 を 高め る た め に は 、 重 心 が で きる だ け 船 底 近く 


し な けれ ば な ら な い 。 


され 、 兵 卒 の 休憩 室 も そこ に あっ た の で 、 


あっ た 。 


戦闘 時 に 兵卒 が 上 の 


戦闘 機材 、 生 活 必需 品 

0e 
計算 に よる と 、 亀 

高 さ 5.2m の 船 に し て 


さら に 、 亀 甲 船 は 簡易 船型 で も や る た め 、 引 き 潮 の B 
と な く 航 行 で き 、 揺 れ も 少 な い 。 
て 振幅 を 小さ くし 、 船 


の お か げ で 銃砲 の 命 


性 能 向 上 に も 役立っ た 。 
航行 性 、 旋 回 性 に よっ て 評価 され る 。 
に も どる 性 質 で ある 。 そ の 代表 的 な 例 は 


倒れ て も すぐ 起き 上 が る の は 


ー モ 。 ヽ 
ヽ 車 心 カ 


底部 


先 に も 述べ た よう に 、 亀 甲 船 は 


Il 


ML 


が 貯蔵 され て いる の で 、 重 


各 


申 船 は 空 船 の 状態 で も 重心 


は か な り 低 いと 言え る 。 


層 に 上 が っ て 行っ て も 、 下 の 層 


ト の 


に は 六 ぎ 手 と 
心 の 位置 は さほど 変わ ら な か 


ぎ で も 暗礁 に 


P 率 は 一 段 と 高まっ た 。 ま た 、 


は 、 航 行方 向 の 安定 性 を 高め た 。 船 の 航行 性 と は 、 船 速 
要 な 性 質 の こと で ある 。 
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和己 の 


こ あ る か 


る 9 


性 能 の 重要 指標 の 一 つと され て いる 。 亀 
多く 用 いる 関係 で 、 復 元 性 は と り わ け 


に 置か れる よう に 
帳 に 武器 弾薬 が 保管 


臼 


有心 は 船底 の 上 1.4 と 1.5m あたり に 


さま ざま の 


は 船底 か ら 2.7m の 位置 に 


あり 、 


乗り 上 げ る こ 
それ は 、 和 側 の 外 板 が 横 揺れ に 大 きく 抵抗 し 
尾 の 形態 も 縦 揺れ を 減ら し た か ら で あ る 。 こ うし た 特性 
必 の よう な 船尾 の 外 板 
を は じ め 船 の 


運航 に 必 


亀甲 船 は 、 当 時 の 船 と し て は 速力 が 非常 に 大 きく 、 浅 海 で も スピ ー ド が 落ち 
な か っ た 。 そ の 上 、 左右 に それ ぞ れ 10 交 の 梅 が あり 、1 失 の 梅 に 4 人 、 計 80 
人 の 満 ぎ 手 が つ く た め 、 帆 を 上 げ な く て も か な り の 速力 を 出す こと が で きた 。 
亀甲 船 の 主要 な 推進 手段 は 構 で あり 、 帆 は 補助 的 な 手段 で あっ た 。 遠 い 昔 か ら 
今日 に 至る まで 、 は も っ と も 人 科 便 で 安全 か つ 確 実 な 推進 手段 と され て いる 。 

亀甲 船 の 通常 の 航行 速力 は 約 4.27 ノッ ト で ある が 、 戦 闘 時 に は その 1.5 て 
1.7 倍 即 も 7 ノット ほど まで 上 げ る こと が で きた 。 こ れ は 16 世紀 当時 、 世 界 の 
艦船 の 中 で 群 を 抜く も の で あっ た 。 ロ シア の 『 船 舶 百科 辞典 』 に よる と 、18 て 
19 世紀 の ヨー ロッ パ で 槍 を 推進 手段 と する 艦船 は 、 全 長 35 て 40m、 槍 数 50 て 60 
反 の 場合 、 最 高速 は 5 ノッ ト で あっ た 。 

艦船 の 旋回 性 は 航海 時 、 特 に 海戦 の 際 に 重要 な 問題 と な る 。 

艦船 の 旋回 性 と は 、 航 行 時 に 進路 を どれ ほど 速く 変え うる か と い 2 人 性質 で あ 
り 、 そ れ は 旋回 半 穫 に よっ て 規定 され る 。 

当時 の 船 の 旋回 手段 は 艇 と 帆 、 そ れ に 般 側 推進 装置 と し て の 橋 で あっ た 。 亀 
甲 船 は この よう な 旋回 手段 を すべ て 備え て いた 。 和 亀甲 船 は 船 楼 即 ち 船 の 上 部 構 
造 を 省き 甲板 を 装甲 し た だ け の 兵 船 で や っ た の で 、 風 の 当たる 面積 が 非常 に 小 
さく 、 旋 回 時 に 風圧 を さして 受け な い 。 帆 柱 も 折り た た み 式 で 戦闘 時 に は た た 
まれ て いる の で 旋回 に 支障 を きた さなか っ た 。 こ の よう に 亀甲 船 の 場合 旋回 性 
は た いし て 間 題 と な ら ず 、 そ れ だ け 前 後 左右 の 火力 密度 を 高め 、 視 界 と 射 界 を 
広め る 間 題 も 解決 で きた の で ある 。 

この よう に 亀甲 船 は 、 船 内 配置 に 深い 考慮 が 払わ れ 、 き わ め て 高い 性 能 を 持 
つ 強 力 な 戦艦 で あっ た 。 
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| 装備 と 戦法 


1 装備 


武 稚 


人 類 の 発生 後 、 自 然 征服 の 道具 と し て 出現 し た 武器 は 、 次 第 に 戦争 に 利用 さ 
れる よう に な っ た 。 中 世に お ける 火薬 の 発明 は 、 武 器 の 改良 に 画 期 的 な 前 進 を 
$ ぬ だ めし た 。 

それ まで の 海戦 は 、 艇 と 航 を 接し て 相手 側 の 船 に 飛び 移り 、 敵 味方 が 入り 乱 
れ て 槍 や 剣 、 弓 矢 を も っ て 戦う 仕方 で お こ な わ れ た 。 これ を 接 角 戦 と いう 。 と 
ころ が 、 火 楽 と 砲 が 出現 し て か ら は 、 海 戦は 砲撃 戦へ と 移行 し た 。 

亀甲 船 が 装備 し て いた 各種 火器 は 、 三 国 時 代 か ら 受け 継が れ て きた も の を さ 
ら に 発 戻 させ た も の で ある 。 火 楽 の 発明 と 火器 の 発達 は 密接 に つなが っ て いた 。 


ムジ 


朝鮮 で は 三国 時 代 か ら 火薬 が 研究 ・ 使 用 され 、14 世紀 、 高 服 の 窒 茂 塞 に よっ 
て 完成 し た 。1373 年 10 月 に 火 楽 の 主 成分 で ある 交 硝 に 硫黄 を 混ぜ 合わ せ て 良質 
の 火 楽 を つく る こと に 成功 し た 委 茂 宮 は 、1377 年 10 月 、 政 府 に 提議 し て 火 筒 都 
監 を 設け 、 こ こ で 各種 の 砲 や 砲弾 、 火 矢 な ど を 大 々 的 に 生産 し た 。 

兵 船 に 火器 が 備え られ た の は 、 亀 甲 船 が 出現 する 33 年 前 、 高 麗 末 の 1380 年 
で の の だ 。 


【 具 


1980 年 の 津浦 沖の 海戦 に つい て 、『 高 豚 史 』 巻 114 (列伝 、 維 世 ) に は 次 の 
うに 記さ れ て いる 


「1380 年 8 月 、 沈 徳 定 と 堆 茂 宮 は 火砲 を 備え た 100 隻 の 軍船 を も っ て 、 津 浦 
沖 に 侵入 し た 500 隻 の 日 本 船 に 火 を 放ち 撃滅 し た 」 
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津浦 沖の 海戦 は 、 世 界 の 海戦 史 に お いて 火砲 に よる 火力 機動 戦術 及び 海上 砲 
撃 戦 の 端 を 開い た 海戦 で あっ た 。 

記録 に に る と 、 ヨ ー ロ ッ パ で は 、1571 年 の レ パ ン ト 沖 の 海戦 (スペ イン ・ ベ 
ネ チ ア ・ ジ ェ ノ ア の 連合 艦隊 と トル コ 艦 隊 と の 戦い ) で は じ め て 砲撃 戦 が お こ な 
われ て いる 。 ま た 、 火 力 機動 戦術 が は じ め て 用 いら れ た の は 、1790 年 、 ロ シア 
の ウシ ャ コー フ が トル ニコ 艦隊 を 撃破 し た ケル チ 沖 の 海 戦 に お いて で あっ た 。 だ 
か ら 、 津 浦 沖の 海戦 は 世界 最初 の 砲撃 戦 で あっ た と 言え る 。 

亀甲 船 の 火器 は 、 高 衣 の それ を さら に 改良 し た も の で 、 天 字 銃 筒 、 地 字 銃 筒 、 


ーー ミ . 


玄 字 銃 筒 、 黄 字 銃 筒 、 小 勝 字 砲 、 大 勝 字 砲 、 導 襲 砲 大 発火 、 大 碗 口 、 中 移 
な どの 銃 筒 ( 砲 ) 、 そ れ に 長 丘 笛 、 鉄 弾丸 、 大 将軍 笛 、 将 軍 笛 な どの 弾丸 が 使 
用 され た 。 こ の ほか 、 烏 銃 や 双 穴 銃 衛 も 備え られ て いた 。 

「 李 員 武 公 全 書 』 に は 次 の よう な 記述 が ある 。 

「 亀 甲 船 か ら は 天 字 銃 筒 、 地 字 銃 筒 、 玄 字 銃 筒 、 黄 字 銃 答 な ど 各 種 の 銃 筒 を 
発射 し 、 わ が 方 の 艦船 か ら は 地 字 銃 答 、 玄 字 銃 筒 、 若 葵 砲 、 大 発火 な ど が 連射 
され た 」 

天 字 銃 筒 は 中 世 朝 鮮 に お ける 最大 の 砲 で あっ た 。 こ れ は 、 細 長い 流線型 の 
丸 (大 将軍 入 ) また は 鉛 を か ぶせ た 丸い 鋳鉄 弾 を 砲 口 に 詰め て 、 平 射す る 砲 で 
あっ た 。 

天 宇 銃 筒 、 地 字 銃 筒 、 玄 字 銃 筒 、 黄 字 銃 筒 な どの 名 称 は 、『 千 字 文 』 の 最初 
に ある 「 天 地 玄 黄 」 の 文字 を 取っ て つけ た 銃 答 の 番号 名 で ある 。 図 に は 、 こ れ 
ら の 銃 筒 の 構造 と 寸法 が 示さ れ て いる 
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ョ ーーー 一 ーーーーーーーーーーーー 一 mm 一 


JHTHI Hg 


亀甲 船 の 砲 の 構造 


上 : 天 字 銃 筒 、 中 : 地 字 銃 筒 、 下 : 玄 字 銃 筒 ( 左 ) 、 黄 字 銃 衛 ( 証 ) 


主 な 弾 丸 は 長 片 笠 で ある 。 これ は 現在 の ロケ ッ ト 弾 に 似 た 形 を 持つ 長 さ 3.6m 
強 、 直 径 0.077m の 木製 の 筒 で 、 長 さ 1.2m ほど の 鉄板 細 3 枚 と 長 さ 0.909m の 鍼 
(弾頭 ) が つい て いた 。 銃 筒 は 船 の 上 層 部 に 据え られ 、 射 程 は お よそ 5 町 
(545. 4m) で あっ た 。 

疾 革 砲 は 高麗 時 代 か ら 使用 され た 武器 で 、 木 製 の 円 筒 と 募 か ら な っ て いた 。 
祝 の 中 に は 地 火 筒 と 小 発火 筒 が 並ん で 立て られ て お り 、 そ の まわ り に は 黒色 火 
楽 ( 粘 砂 ) が 、 火 薬 答 の 上 部 に は 小鉄 片 が ボ 、 さ ら に その 上 に は ヨモギ の 葉 が 詰 
め ら れ た 。 

発射 原理 は 次 の 通り で ある 。 導火線 に 火 を つけ る と 、 ま ず 小 発火 筒 に 引火 し 
て ガス が 発生 し 、 そ の 反動 で 地 火 筒 (弾丸 ) が わずか に 押し 戻さ れ 、 こ れ に 小 
発火 筒 の 火 が 燃え 移り 、 火 楽 が 燃え 出す 。 内 部 の 圧力 が 増大 し て 蓋 が 開く と 圧 
力 は 再び 弱まる が 、 火 薬 は 圧 えつ づけ 、 火 の 玉 と な っ た 弾丸 が 発射 され る 。 導 
丸 が 目標 に 当たる と 、 破 像 し て 鉄 の 破片 を 吹き 飛ば す 。 
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碗 口 は 、 時 限 爆弾 に 


る 砲 で ある 。 亀甲 船 に 


CO* 目 2 提 Q や 上 
に は 持ち 盾 


る 。 
と 置き 盾 ( 革 甲 


も の で ある 。 亀甲 船 の 盾 


は 装甲 


当時 、 船 体 に 


< 甘 甲 


を 施し た の 


の 装甲 は 列 
当時 の 技術 で 
不可 能 で あっ た 。 
が イグ 工 に 


ィ H 


そこ で 、 和 亀甲 


当 する 展 天 
は 以上 の ほか 、 


船 の 建造 で は 
継ぎ 合わ せる 方 法 が 用 いら れ た 。 装 ! 


定 ま た は まる い 石 弾 を 砲 口 ( 


に 詰め 、 曲 射す 


銃 や 弓矢 な どの 武器 も 備わっ て いた 。 


盾 


を 含む ) の 2 種 が あり 、 
で あっ た 。 こ れ に つい て は 先 に 説明 し た 。 
は 、 水 軍 史 上 特記 すべ き ! 
特 な 方 法 で 施さ れ て いる 
は 、 厚 さ 50mm 以上 の 鉄板 を 溶接 し て 船体 に 
厚い 鉄板 を 相互 に 


盾 は 硬い 昔 か ら 防 御 武具 と し て 用 いら れ 、 そ の 間 い ろ い ろ と 改 


置き 盾 


来 事 で あっ た 。 


良 が 加え られ 


は 集団 防御 用 の 


亀甲 


装甲 を 施す こと は 


は ! 


板 と 左右 


と め な が ら モ 


の 艇 側 、 船 首 に 


施さ れ て お り 、 矢 や 銃弾 は も と より 、 砲 弾 も これ を 破る こと が で きず 、 火 矢 を 
も っ て 炎上 させ る こと も で き な か っ た 。 


中 世 の 海戦 に 


信号 シス テム 


お いて 、 軍 艦 相互 間 の 信号 は 軍旗 に 


亀甲 
店 、 飼 戦旗 


小 令 旗 、 


行 旗 、 五 方 ィ 
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船 の 信号 シス テム は 非常 に 級 密 か つ 厳 格 な も の で あっ た 。 
旗 な ど が あっ た 。 


SS SE だ お れ た 。 


と 


信号 旗 に は 令 


令 得 は 大 将 ( 提 管 ) の 命令 を 下す 信号 旗 で 、 


0 島 。 前 面 に は 「 令 」 と いう 文字 と 苑 の 前 姿 が 、 後 面 
時 * 』 js 
生還 ey や に は 「 大 艇 」 と いう 文字 と 苑 の 後ろ 姿 が 描か れ 
記 - 「ー WP 
沖 | 世 WE。 
| | 


1 し 』 作戦 族 に は 「 凡 軍用 英 不 用 命 者 席 斬 」 とい 
う 文字 が 書か れ て いた 。 これ は 、 敵 と の 戦い で 

| 命令 に 服従 し な けれ ば 斬 に 処す る と い 2 意味 で 、 

| 軍 律 の 厳し さき を 示し て いる 。 

| 小 令 旗 は 命令 用 の 信号 旗 で 、 紅 小 令 旗 と 藍 

小 令 旗 と が あっ た 。 
亀甲 船 の 藍 小 令 旗 と 紅 小 令 族 行 旗 は 、 黒 字 に 白色 で 「 行 」 と 書か れ た 総 突 
撃 信号 旗 で 、 船 尾 に 掲げ られ た 。 


| 


亀甲 船 の 信二 旗 亀甲 船 の 行 旗 


五 方 神 旋 は 、 5 匹 の 想像 上 の 動物 ( 黄 竜 、 青 竜 、 白 虎 、 朱 和 雀 、 玄 武 ) を 描い 
た 信号 旗 で 、 艦 船 の 移動 方 向 を 示し た 。 黄 竜 旗 は 中 央 方 向 、 朱 雀 旗 は 前 進 、 青 
竜 旗 は 左 方 に 機動 、 白 虎 旗 は 右 方 に 機動 、 玄 武 旗 は 後退 を 意味 し た 。 

亀甲 船 は 、 こ の よう な 信号 シス テム を 通し て 旗艦 の 意図 を 瞬時 に 伝達 し て 、 
戦闘 を 有利 に 進め 、 常 に 勝利 を た お さめ る こと が で きた の で ある 。 


26 


2 戦法 


砲撃 戦法 


亀甲 船 は 、 海 戦 の 際 に は 常に 先頭 に 立っ て 敵 船 を 撃破 し た 。 

亀甲 船 の 基本 戦法 は 砲撃 戦法 で あり 、 こ れ に ふさ わし い 高 度 の 火力 密度 を 有 
ECW 
当時 の 砲 は 、 火 薬 と 弾丸 を こめ 、 そ の あと 火薬 に 火 を つけ て 爆発 させ 弾丸 を 
発射 する 仕組 み に な っ て いた た め 射 撃 速 度 が 高く な く 、 射 程 も 短かっ た 。 

亀甲 船 は 、 こ の よう な 短所 を 砲 数 を 増やす こと で 補っ た 。 

前 述 の よう に 、 亀 甲 船 は 前 後 左右 に 総 72 の 射撃 口 が 設け られ て いる が 、 こ 


れ は 砲 の 装 薬 時 間 を 計算 に 入れ 連続 発射 が 可能 な よう に 工夫 され た も の で ある 。 


また 、 射 程 の 異な る 各種 口径 の 砲 を 備え て いた の で 、 向 か っ て 来る 敵 船 も 

逃げ る 敵 船 も 砲撃 する こと が で きた 。 

「 李 忠武 公 全 書 』 に は 、「 英 は 、 船 に 乗り 移っ て も 、 甲 板 に 立て られ た 剣先 
や 雛 に 刺さ れ 、 包 囲 し て 攻め か か ろう と し て も 、 前 後 左右 か ら 一 斉 射 撃 を 浴び 
る た め 接 近 す る こと が で き な か っ た 」 と 記さ れ て いる 。 ま た 、1598 年 11 月 19 


日 の 荻 委 沖 海戦 に つい て は 、「 ま ず 亀 甲 船 を 敵 船 の まっ た だ な か に 突入 させ 、 
天 字 、 地 字 、 玄 字 、 商 字 な ど 各 種 の 銃 筒 を 撃た せ た 。…… 雨 あ られ と 降り 注 
ぐ 砲 弾 の 爆音 は 天地 を 揺るが し た 。 傷つき 倒れ 、 右 往 左 往 す る 敵 兵 の 数 は 数 え 
きれ な か っ た 」 と 書か れ て いる 

この よう に 強力 な 火力 を 備え て いた 亀甲 船 は 、 大 小 の 海戦 で 常に 先頭 を 進 
朝鮮 水軍 は 連戦 連勝 し た の で ある 。 
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み 、 


煙幕 戦法 


亀甲 船 の 攻撃 戦法 の 際立っ た 特徴 の 一 つ は 、 世界 で 初め て 独特 な 煙幕 戦法 を 
用 いた こと に ある 。 

前 述 の よう に 、 亀 甲 船 の へ さき に ある 音頭 の 口 か ら 吐 き 出さ れる 火 和 と 煙 は 、 
英 兵 の 目 を 痛め つけ 、 こ ちら の 船 の 姿 を 隠す た め の も の で 、 硫 黄 と 和 硝 を 焼い 
て 発煙 させ る よう に な っ て いた 。 


① 兵卒 
が 
Np T ② ふい ご こ 
SS ③ 釜 
ミー T ェ テ と ' 証 本 
ET の 連 ④ 煙 仙 
和 Sh 5 
デア < ング ング に つの ⑤ 煙幕 管 
グン ンー 8 
デ グ だ ⑥ 密閉 箱 
DO プア guL 補 / た ゲ 
ョ ーーー ョ ーー デーーーー* ーー フウ = ⑦ 音頭 
志 同和 メグ 煙 
Tk ーー 本 


亀甲 船 の 煙幕 装備 原理 図 


和 硝 は 燃焼 の 際 黒 煙 を 出す 火薬 で あり 、 硝 酸 カ リウ ム 、 硫 黄 、 木 炭 な どの 粉 
未 を 一 定 の 割合 で 混ぜ て 製 す る 。 硝 酸 カ リウ ム を 酸化 剤 、 木 炭 を 可燃 剤 、 硫 黄 
を 点火 促進 剤 と する この 黒色 火薬 は 、 燃 焼 速度 が 大 きい 反面 、 爆 発 力 が 弱く 、 
1890 年 に 発明 され た 無煙 火 楽 取 ち 爆 楽 と は 区 別 さ れる 。 
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冶 硝 は 朝鮮 で 発明 され た 火 楽 で も や る が 、 そ の 時 期 は 定か で な い が 、 化 学 兵器 
で ある 光 将 が 使用 され た 661 年 以前 で あっ た こと に は 間違い な い 。 古代 朝鮮 の 
医書 に は 、 火 薬 の 主 成分 で ある 交 硝 は 薬剤 と し て 利用 され る 、 と 記さ れ て いる 。 
し た が っ て 高 骸 時 代 の 牌 茂吉 に よる 火薬 の 発明 は 火 楽 の 再発 明 で あっ た と 言え 
の 。 

亀甲 船 か ら 吐き 出さ れる 黒 煙 は 敵 兵 の 目 を 里 ら せ 、 そ の 不快 な 具 い は 呼吸 困 
難 を 起こ させ た 。 古代 ロー マ 時 代 に 敵 船 を 焼き 討ち する た め 燃 焼物 ( 松 ヤ ニ ) 
を 投じ た と いう 記録 は ある が 、 亀 甲 船 の よう に 煙幕 を 攻撃 手段 と し て 利用 し た 
例 は な か っ た 。 
史実 に よれ ば 、 ロ シア 海軍 は 1914 年 11 月 、 イ ギリ ス 海 軍 は 1915 年 3 月 、 
ドイ ツ 海 軍 は 1916 年 4 月 に 初め て 煙幕 戦法 を 用 いて いる 


体 当たり 戦法 


亀甲 船 の 戦法 の 第 3 の 特徴 は 体 当 た り 戦 法 で ある 。 

砲 が 出現 する 前 の 海戦 は 先 に も 述べ た よう に 、 接 航 戦 が 主 で あっ た 。 

亀甲 船 は 接 般 戦 か ら 砲 撃 戦へ 移行 する 過渡 期 型 の 艦船 で 、 接 航 戦 と 砲撃 戦 を 
併用 し た 。 

亀甲 船 の 接 般 戦 は 独特 な も の で 、 ま ず 敵 船 を 体 当 た り に よっ て 破損 させ 、 敵 
兵 を 右往左往 させ た うえ で 砲撃 を 加え も し 、 接 能 戦 も や おこなっ た の で ある 。 接 
航 戦 と 言っ て も 、 亀 甲 船 の 甲板 に は 一 面 に 剣先 や 欠 が 林立 し て いる た め 、 敵 兵 
は 飛び 移る こと が で き な か っ た 。 そ れ に 亀甲 船 は 極め て 堅固 で 、 体 当たり を し 
て も 損傷 を 受け る こと が な か っ た 。 

亀甲 船 の 体 当 た り 戦 法 に つい て 、『 李 忠武 公 全 書 』 に は 次 の よう に 記さ れ て 
いい \ る 。 


「 英 船 に 遭遇 する と 、 と まで 雛 と 剣先 を お お い 隠 し 、 先 頭 に 立っ て 進ん だ 。 
英 兵 が 乗り 移っ て 来 て も 、 剣 先 や 欠 の た め 動き が と れ な い 。 それに 亀甲 船 に 近 
寄れ ば 一 斉 射撃 を 浴び る の で 、 敵 は 手 も 足 も 出 な か っ た 。 こ うし て 大 小 の 海戦 
で あげ た 戦果 は 多大 で あっ た 」 

「 ま ず 、 亀 甲 船 が 多層 船 の 底部 に 体 当 た り し 、 竜 口 か ら 玄 字 弾 を 撃ち 出し 、 
天 字 、 地 字 の 大 将軍 科 を 放っ て 敵 船 を 撃破 し た 」 

「 和 突撃 兵 を 乗せ た 亀甲 船 は また 、 多 層 船 の 下層 部 に 体 当たり し 、 砲 弾 を 浴び 

せ て これ を 破壊 し た 」 (当時 の 日 本 軍船 は 多層 船 で やっ た ) 
亀甲 船 の 体 当 た り 戦法 は 、 高 豚 時 代 か ら 用 いら れ て いた も の で あっ た 。 

日 本 の 史書 「 小 右記 」 に は 高 骸 の 友 船 は 船首 に 鉄 の 角 を 持ち 、 敵 船 を 突き 破 
る の よ の に の て いた だ 。 つ ッ れ は 、 敵 船 に 突進 し 、 鉄 の 角 で 喫水 部 を 突き 破っ 
て 到 命 的 打撃 を 与え た 後 、 敵 兵 と 戦う 独特 な 戦法 を 用 いた 、 と 記さ れ て いる 

この 衝角 戦法 は 、 古 代 の ギリ シア や ロー マ で も 用 いら れ た 例 が ある 。 

この よう に 亀甲 船 は 、 砲 撃 戦法 、 煙 幕 戦 法 、 体 当たり 戦法 を 駆使 し て 戦っ た 
強力 な 軍 箕 で あっ た 。 


IV 王 辰 祖国 戦争 と 亀甲 般 


1 手 辰 祖国 戦争 と 朝鮮 水軍 の 活躍 


王 辰 祖国 戦争 は 、1592 年 か ら 1598 年 に か け て 、 日 本 軍 を 相手 取っ て 繰り 広 
げた 朝鮮 人 民 の 反 侵 略 戦争 で あっ た 。 王 展 (1592) 年 に 始ま っ た の で 朝鮮 で は 
こう 呼ば れ て お り 、 和 王 辰 侯 乱 と も 言わ れ て いる 

英知 ある 勇敢 な 朝鮮 人 民 は 、 極 悪 な 日 本 侵略 軍 を 相手 に 正義 の 戦い を 繰り 広 
げ 、 祖 国 の 尊厳 を 立派 に 守っ た 。 
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秀吉 は その 勢い を 駆っ て 、 
大 し 、 先 鋭 化し た 日 本 国内 


当時 、 日 本 で は 100 余年 に わた る 戦国 時 代 が 終わ り 、 全 国土 を 平定 し た 豊臣 


朝鮮 と 明 の 征服 を 企 て た 。 隣国 を 侵略 し て 領土 を 拡 
の 社会 的 ・ 階 級 的 矛盾 を 緩和 し よう と し た の で ある 。 


日 本 軍 は 、1592 年 4 月 13 日 、15 万 8, 700 名 の 陸軍 と 数 万 名 の 水軍 を も っ て 


不意 に 朝鮮 侵攻 を 開始 し た 。 
た め 果 敢 に 立ち 上 が っ た 。 
王 辰 祖国 戦争 は 大 きく 3 
第 1 段階 は 、1592 年 4 


レッ 


朝鮮 の 軍民 が 国内 深く 入り 込 


朝鮮 人 民 は 、 祖 国 を 防衛 し 、 民 族 の 自主 権 を 守る 


段階 に 分 け て 見 る こと が で きる 。 
月 、 日 本 軍 が 釜山 に 上 陸 し た 時 か ら 、1593 年 6 月 、 


入 ん だ 侵略 軍 を 各地 で 撃破 し 、 慶 商 道 南端 の 狭い 地 


域 に 追い 込ん だ 時 まで の 期間 で ある 。 
日 本 軍 は 、 陸 軍 を 主力 と し 、 水 軍 は 朝鮮 水軍 を 南海 で 制圧 し た あと 、 朝 鮮 丁 


海 に 沿っ て 北上 し 、 陸 軍 と 


釜山 、 東 薬 の 愛国 的 軍民 は 


本 軍 は 釜山 と 東 菜 を 落と し 、 
で 上 し た 。 


李 朝 政府 は 、 軸 清 ・ 全 和 ・ 


の へ) 


台 流 し て 朝鮮 全土 を 占領 する と いう 水陸 並 進 戦略 を 


、 激 烈 な 抗戦 を 繰り 広げ た が 、 圧 倒 的 に 優勢 な 日 


染 山 を 攻略 し た あと 、 東 ・ 中 ・ 西 の 3 路 に 分 か れ 


0 


べく 、 兵 力 を 中 路 に 集中 さ 


シン リブ 

れず 、 申 論 を は じ め 指 揮 部 

の 0 こ 0 で きだ ながら た 。 
英軍 は ソウ ル を 落と し 、 


せ た 。 し か し 、 こ の 作戦 は 上 部 の 意図 通り に 進め ら 


の 戦術 上 の 失策 も 重なっ て 、 日 本 軍 の 進 軸 を 明 止 す 


国内 深く 攻め 込ん だ 。 


李 朝 の 文 配 層 は 、 軍 民 の 高い 土気 に 依拠 し て 漢城 ( ノ ソウル) を 防御 すべ き で 


あっ た が 、 日 本 軍 が 迫る と 


国 都 を 捨て 、 北 へ 逃避 し た 。 優勢 な 日 本 軍 は 、 西 路 
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旬 に 平壌 を 占拠 し 、 


3 6 
ye 所 
戦争 初期 侵略 者 が 広大 な 地域 


月 中 


東路 で は 7 


の 占領 


こ 成功 し た の 


は 、 李 和 朝政 府 が それ まで 国 


月 、 現 在 の 成 鐘 北 道 地域 まで 進 


了 


し 


防 を な い が し ろ に し た 結果 、 軍 政 が 極度 に 乱れ 、 軍 隊 が 較 体 化し て いた か ら で 


ある 。 


そう し た 状況 の 下 で も 、 侵 略 者 は 朝鮮 の 奥深 くに 進め 


鮮 軍 民 の 抗戦 に 苦し み 、3 路 に 


係 が 保 て ず 、 補 給 物 資 の 供給 も むず か し く な っ て いた 。 


軍 


李 発 臣 将 軍 の 指 
44 隻 の 日 本 兵 船 
間 


撃沈 し 、 


EE に つい で 、5 


が か ( け 、 酒 川 沖 、 唐 


を 含む 数 千 の 敵 兵 を 殺傷 し た 。7 


月 未 - て 6 月 初め の 負 


、。 15992: 征 5 


第 2 次 出陣 


ン ポ 
沖の 海戦 な ど で 32 隻 の 敵 船 を 


分 か れ て いた 諸 部 隊 は 各 目 包囲 され て 
海陸 両面 に 


月 初め の 第 3 次 | 


還 


まで も 、 


て 広く 知ら れ た 閑 山 島 沖 の 海戦 と 安 骨 : 


9, 000 余 の 敵 兵 を 殺傷 し た 。 
この よう に 日 本 軍 の 水陸 3 
本 陸軍 の 
陸地 で は 散り 散り ( 
至る 所 で 敵 軍 に 強力 な 打撃 
の 輝かしい 勝 
陸地 で の 反撃 に 呼応 し て 、 
合 艦隊 は 、 9 


3 道 の 水軍 ) の 連 


背後 を 埋 か し 、 戦 局 を 朝鮮 側 
こ な っ て いた 兵士 た ち が 人 民 と 結ん で 義 兵 
諸 義 兵 部 隊 の 愛国 的 闘争 は 、 水 軍 
E* 折 させ る うえ に 大 き な 役 割 

李 発 臣 将 軍 が 率い る 三 道 水軍 ( 慶 尚 ・ 全 
釜山 沖の 海戦 で 100 余 隻 


際 を 加え た 。 
] と 並ん で 、 敵 の 攻勢 を 競 


同軸 抽 計 


こ 有 利 ( 


これ ら 


船 を 先頭 に 


め ば 進 む ほ 


民 の 戦い は 激 し さ を 増し 、 戦 局 は 日 本 軍 に 不利 に 変わ っ て いっ た 。 
揮 す る 朝鮮 水軍 は 


撃破 し 、 


沖の 海戦 で 敵 船 101 隻 を 撃沈 、 


進 策 を 破綻 させ 、 制 海 権 を 握っ た 朝鮮 水軍 
こ 転換 させ た 。 
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この 第 1 次 | 
立て て 猛攻 を 


「 関 山 島 大 兵 」 


ど 、 強 まる 朝 
目 互 の 連 
お ける 朝鮮 
月 初め 、 玉 浦 沖 そ の 他 の 海戦 で 
多数 の 敵 兵 を 殺傷 する 戦果 を あげ た 。 
で は 、 旬 甲 
撃沈 、 


10 余 名 の 敵 将 


(as 二 


撃破 し 


は 、 日 


部 隊 を 立ち 上 げ 、 


果たし た 。 


の 敵 船 を 


ゞ 圭 
・ 忠 清 


撃破 


し て 閑 山 島 太 に つぐ 大 勝利 を お さめ 、 日 本 軍 の 水陸 並 進 策 を 完全 に 破綻 させ 
7 

1593 年 初め 、 朝 鮮 軍 は 全 戦 線 に 渡っ て 反撃 に 転じ た 。 

同年 2 月 6 日 、 李 銚 臣 将軍 の 指揮 する 全 維 左 水 営 艦 隊 は 、 閑 山 島 沖 で 鹿 財 首 


水軍 と 合流 し 、 さ ら に 2 月 8 日 に は 全 凌 右 水 営 の 艦隊 と も 合流 し て 温 川島 沖 に 


レク 


し た 。 こ こ で 水軍 の 陸戦 隊 は 熊 川 に 上陸 し 敵 の 陣営 を 攻撃 し た 。 こ れ は 中 
世 の 水 軍 戦 史上 た ぐい まれ な 戦法 で あり 、 水 軍 の 兵法 を 発展 させ る うえ で 大 き 
な 意義 が あっ た 。 

甚大 な 打撃 を こう むっ た 日 本 陸軍 は 、7 月 、 慶 尚 道 の 狭 い 海 岸 地域 に 追い 込 
まれ た 。 こ こ で 両 軍 は 休戦 状態 に 入り 、 戦 争 は 第 2 段階 を 迎え る こと に な っ た 。 


司 


中 


チン ジュ 
この 戦争 の 第 2 段階 は 、1593 年 6 月 の 普 州 城 防御 戦闘 後 、 日 本 軍 が 再び 大 攻 


勢 を か ける 前 の 1597 年 1 月 まで の 期間 で ある 。 
晋 州 城 を 陥落 させ は し た も の の 、 こ こ で 甚大 な 損失 を こう むり 徐 地 に 陥っ た 
日 本 軍 は 、 や む な く 「 講 和 交 渉 」 を 申し 出 た が 、 そ の 裏 で は な ん と し て も 和 守 替 
を 挽回 し 、 朝 鮮 征 服 の 野望 を 実現 し よう と 画策 し た 。 こ こ で 講和 交渉 に 大 き な 
期待 を か けた 李 朝 政府 内 一 部 官僚 の 優柔 不 断 な 態度 は 、 日 本 の 人 短 慢 さ に 油 を 注 
19 上 

他方 、 狂 猫 な 日 本 側 の 企図 を 見 抜い た 朝鮮 人 民 は 、 さ ま ざ ま の 強力 な 新兵 器 
を つく り 、 各 地 で 城 を 新築 ・ 修 復 し て いっ た 。 休戦 期間 、 朝 鮮 の 戦力 は 量 質 と 
も に 著 し く 増 強 さ れ 、 こ こ に 日 本 軍 の 再 侵攻 を 阻止 し 、 戦 争 の 最終 的 勝利 を 裏 
付け る 物質 的 条件 が 整っ た 。 

戦争 の 第 3 段階 は 、1597 年 1 月 、 兵 力 を 増強 し た 日 本 軍 が 再び 大 々 的 な 侵攻 


を 開始 し た 時 か ら 、 翌 1598 年 1 月 、 朝 鮮 水軍 が 鷺 染 沖 の 海戦 で 日 本 軍 に 壊 江 
的 打撃 を 与え た 時 まで の 期間 で ある 。 
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「 講 和 交 渉 」 の 舞台 裏 で 再 侵略 の 準備 を 進め て きた 日 本 は 、1597 年 、14 万 
5, 000 の 兵 を 朝鮮 へ 送り 込ん だ 。 
当時 、 党 争 を こと と し て いた 一 部 官僚 の 策謀 に より 、 李 人 区 区 将軍 は 三 道 水軍 


統制 使 の 職 を 解 か れ て いた 。 後 任 の 元 均 は 無能 な うえ 、 敵 を あな どっ て 戦い を 


進め た た め 、7 月 の 深川 鳥 沖の 海戦 で 惨敗 し 、 水 軍 の 大 半 を 失っ た 。 


チク サン 


日 本 軍 の 再 侵攻 を 阻止 し 、 戦 局 を 有利 に 展開 させ た の は 、 陸 地 に お ける 徐 山 


の 戦い と 、 海 上 に お ける 鳴 染 海 戦 で の 勝利 で あっ た 。 

9 月 初め 、 朝 鮮 軍 は 般 山 で 敵 の 先 鐘 部 隊 に 痛 撃 を 加え 、 全 面 的 反撃 の 端 を 開 
We 

8 月 、 統 制 使 に 再任 され た 李 発 臣 将 軍 は 、9 月 、12 隻 の 軍船 を も っ て 鳴 梁 海 
峡 の 海戦 に 臨み 、330 余 隻 の 日 本 水軍 を 向こう に 回 し て 30 余 隻 の 敵 船 を 撃滅 し 、 
4 000 余 の 敵 兵 を 殺傷 し た 。 

鳴 梁 海戦 の 惨敗 で 日 本 軍 の 水陸 並 進 策 は また も 破綻 し 、 朝 鮮 艦隊 は 再び 南海 
の 制海権 を 握る こと に な っ た 。 鳴 梁 海戦 に 破れ た 日 本 軍 は つい に 総 退却 を 開始 
だ 。 


朝鮮 軍 は 全 前 線 に 渡っ て 反撃 に 移り 、 薦 山 の 島 山城 包囲 戦 な ど 多く の 戦い で 
英 を 掃 滅 し た 。 

朝鮮 水軍 は 日 本 軍 の 動き を 牽制 する 作戦 を 展開 し た 。 

1598 年 9 月 、 朝 鮮 軍 は 東路 、 中 路 、 西 路 の 3 軍 に 分 か れ て 総 攻撃 を か けた 。 
当時 、 朝 鮮 軍 は 9 万 5,000 を 数 えた が 、 南 海岸 に 追い 込ま れ た 日 本 軍 は 8 万 


余 で あっ た 。 酒 川 の 新城 と 舟山 の 島 山 城 に 立て こも っ て いた 敵 軍 は 、 朝 鮮 軍 の 
攻撃 に 机 え か ね て 、11 月 17 日 と 18 日 、 そ れ ぞ れ 城 を 抜け 出し 、 船 に 乗っ て 逃 
be 
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日 本 軍 は 、 慶 沿道 か ら は 完全 に 駆逐 され た が 、 全 道 順 天 の 合 橋 に いた 小 
西部 隊 は 、 海 上 を 封鎖 され て 逃 げ る こと が で きず 、 慶 沿道 の 沖合 に いた 日 本 水 
軍 に 救援 を 求め た 。1598 年 11 月 19 日 、 日 本 水軍 は 小西 部 隊 を 救出 すべ く 500 
余 隻 の 軍船 を 集め て 驚 染 に 向かっ た 。 こ こ で 日 本 水軍 を 迎え 撃っ た 李 償 臣 将軍 
の 率い る 朝鮮 水軍 は 、200 余 隻 の 敵 船 を 撃沈 、 撃 破 し 、 お よそ 2 万 の 敵 兵 を 殺傷 
し た 。 李 発 臣 将軍 は 戦闘 が 終わ り に 近づい た 時 、 敵 弾 に 当たり 陣 没 し た 。 

朝鮮 艦隊 は 、 荻 染 沖 海戦 で 日 本 水軍 に 完勝 し 、 小 西 、 島 津 の 両 陸上 部 隊 を 大 
敗 さ せ た 。 荻 染 沖 海戦 は 、 王 辰 祖国 戦争 の 最後 を 飾る 戦い で あっ た 。 

音 烈 を きわ め た 王 辰 祖国 戦争 は 、 愛 国 と 売国 、 忠 臣 と 逆 臣 を 分 か つ 戦 いで あ 
り 、 朝 鮮 人 民 の 愛国 心 と 犠牲 精神 、 創 造 的 知恵 が 余す と ころ な く 発 揮 さ れ た 闘 
省 と 創造 の 戦い で も あっ た 。 

7 年 間 の 王 辰 祖国 戦争 で 朝鮮 人 民 が 勝利 し た の は 、 な に より も 戦争 の 担い 手 
で ある 愛国 的 人 民 と 軍人 が 民族 の 自主 権 と 尊厳 を 守る た め 田 猛 果敢 に 戦っ た か 
ら で あ る 。 日 本 大 軍 の 奇 農 に よっ て 生じ た 初期 の 不利 な 戦局 を 有利 に 転換 させ 
た の は 、 民 族 あ げ て の 武力 抗争 で あっ た 。 人民 は 義 兵部 隊 を 立ち 上 げ て 侵略 軍 
と 戦う 一 方 、 農 作 に も 励ん で 軍 糧 を 確保 し 、 戦 省 の 勝利 に 大 きく 寄与 し た 。 

勝利 の 要因 は 次 に 、 朝 鮮 軍 が 当初 の 劣勢 を 挽回 し 、 数 量 的 に も 軍事 技術 的 に 
も 優位 を 占め る に 至っ た こと に ある 。 戦争 開 始 後 、 多 く の 愛 国 的 人 民 が 義 兵 音 
隊 や 官軍 に 続々 と 入隊 し て 朝鮮 の 軍勢 は 急増 し 、 そ れ に 、 人 民 の 愛国 的 熱意 と 
創造 的 知恵 に よっ て 鳥 銃 、 双 穴 銃 、 飛 撃 城 天 雷 、 火 笛 、 鉄 丸 な ど 各 種 の 砲 や 艦 
船 、 特 に 世界 最初 の 鉄 甲 船 で ある 亀甲 船 が 多数 建造 され て 、 日 本 軍 を 圧倒 する 
至っ た の で ある 。 


邑 


全 | 


ソ 


李 発 臣 、 郭 再 祐 、 金 応 増 な ど 諸 名 将 の すぐ れ た 指揮 も 戦局 を 有利 に 導い た 。 
朝鮮 人 民 の 勝利 の 歴史 的 意義 は 大 きい 。 そ れ は 、 国 の 自主 権 を 守り 、 祖 国 の 


導 厳 と 栄誉 を 輝 か せ た ば か り で な く 、 朝 鮮 に つい で 明 の 征服 を 夢見 た 日 本 の 侵 
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略 計画 を 破綻 させ る こと で 、 ア ジア の 安全 と 平和 の 守護 に 大 きく 寄与 し た こと 


に ある 。 


この よう に 王 辰 祖 


当 で め あつ た 


愛国 名 将 李 発 臣 将 軍 の 指揮 の も と 、 朝 鮮 水 軍 が 亀甲 船 を 駆使 し て あげ た 戦 
は 次 の 通り で ある 。 


民 戦 争 は 、 中 世 朝 鮮 人 民 の 反 侵 略 闘争 


昌 


プー 


を 立派 に 飾っ た 戦 


困 
ンド 


No. 年 月 日 海 戦 名 撃 沈 数 
1 1592 年 5 月 玉 浦 ・ 合 浦 ・ 赤 珍 浦 沖 海戦 44 

2 12 ( 他 に 

5 月 29 日 河川 沖 海戦 1 隻 傘 捕 ) 

3 6 月 2 日 書 浦 沖 海戦 21 

4 6 月 5 日 書 項 浦 沖 海戦 26 

5 6 月 7 日 栗 浦 沖 海戦 8 

6 7 月 8 日 閑 山 島 沖 海戦 59 

7 7 月 10 日 安 骨 浦 沖 海戦 42 

8 長 林 浦 ・ 多 大 浦 ・ 西 平 浦 ・ 絶 24 

8 月 25 日 て 27 日 影 島 沖 海戦 

9 9 月 1 日 釜山 浦 沖 海戦 100 以上 
10 1594 年 3 月 鎮 海 ・ 唐 項 浦 沖 海戦 31 

11 9 月 て 10 月 場 門 浦 ・ 永 登 浦 沖 海戦 了 

12| 1597 年 9 月 16 日 鳴 染 海戦 30 以上 
193 1598 年 2 月 て 3 月 占 今 島 沖 海戦 16 

14 7 月 8 月 折 個 島 沖 海戦 ・ 古 今 島 沖 海戦 50 以上 
15| 1598 年 11 月 19 日 則 染 沖 海戦 200 

自 660 以上 
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2 上 償 区 軍 


李 丈 臣 将 軍 は 、 水 軍 の 名 将 で ある ば か り 
で な く 、 世 界 的 な 大 発明 家 で あっ た 。 彼 は 今 
を 去る 数 百年 前 に 朝鮮 水軍 に 必要 な 艦船 の 建 
造 を 高い 技術 水準 を 持っ て 指揮 し 、 数 世紀 に 
わた っ て 薔 積 さ れ た 科学 技術 の 粋 を 総合 し て 、 
世界 で 初め て 強力 な 鉄 甲 船 三 亀甲 船 を 立派 に 
つく りあ けた 。 ーー 

将軍 は 朝鮮 水軍 の 発展 に 巨大 な 功績 を 立て 、 王 辰 祖国 戦争 の 勝利 に 大 きく 真 
柚 し た 愛国 名 将 で あっ た 。 


川 


李 狗 臣 将 軍 は 、1545 年 、 季 貞 の 3 男 と し て ソウ ル で 生ま れ た 。 幼 時 か ら 利発 
で 勤 筋 な 彼 は 、 学 問 と 武術 の 練 磨 に 励ん だ 。 弟 の 向 学 心 に 感心 し た 兄たち は 
彼 が 備 学 者 に な る こと を 願い 、 将 来 を 期待 し た 。 し か し 、 彼 は 偽 学 に と ど ま ら 
ず 、 軍 事 学 の 研究 と 武術 の 練 磨 に 力 を 入れ 、1576 年 、31 歳 で 科挙 の 武 科 に 合格 
上 縮 。 

当時 は 、 李 朝 時 代 初め に 制定 され た 土地 制度 な ど 諸 制 度 が 乱れ 、 封 建 的 中 央 
集権 体制 が 弱体 化し て いた 時 期 で あっ た 。 堕落 し た 封建 支配 層 は 、 人 民 を 共 醒 
に 抑圧 、 搾 取 す る 一 方 、 党 争 に 明け 暮れ 、 対 外 的 に は 事 大 主義 に 陥り 、 無 気力 
な 腐敗 し た 存在 に 堕 し て いた 。 李 償 臣 は 、 国 を 滅亡 に 導き か ね な い 党 争 を 心底 

ら 憎悪 し 、 国 防 対 策 に 深い 注意 を 向け た 。 

党 争 を 事 と する や か ら と の 交際 を 河 し と し な か っ た 彼 は 、 高 官 の 中 に 知己 が 
ほとん ど な く 、 科 挙 で 優秀 な 成績 を あげ な が ら も 低い 官職 に 甘んじ る ほか な か 
っ た が 、 栄 達 を 願っ て 権力 に 刀 びる よう な こと は し な か っ た 。 


9/ 


キム ギ ヨ 


時 の 兵曹 判 書 (国防 大 臣 ) 金 貴 栄 が 李 狗 臣 を 女 婚 に 迎え よう と し た が 、 彼 は 
「 官 途 に 就 い て 、 な ん で 権 門 勢 家 に 頼 ろ う も の か 」 と 言っ て 拒絶 し た 。 


パル ポ 
李 仰 臣 が 鉢 浦 水 軍 万 戸 (万 戸 は 武官 職 の 一 つ ) を つと め て いた 時 の こと 。 水 


軍人 節度 使 成 鐘 が 更 を つく ろう と し て 官邸 の 庭 に ある キリ の 木 を 伐 ら せよ うと し 
た と き 、 李 発 選 は 、 国 財 を 私 事 に 使っ て は な ら な いと し て 制止 し た 。 成 鐘 は 腹 
の 虫 が 納 ま ら な か っ た が 、 李 名 臣 の 清廉 剛志 な 人 柄 に の まれ て 断念 せ ざ る を 得 


に チョ サン ボ に ーー EE ママ 
な か っ た 。1586 年 、42 蔵 の 時 、 李 償 世 は 、 造 山 稚 万 戸 に 任命 され 、 豆 満 江 流 蝶 


で 女真 族 の 侵入 を 防ぐ こと に な っ た 。 現 地 で は 鹿 市 島 市 田家 ( 軍 糧 を 自給 自足 
する 市 田 の 責任 官 更 ) を 兼任 し た 。 彼 は 屯田 兵 数 が 少な すぎ る こと を 案じ て 再 
三 兵 の 増員 を 求め た が 、 兵 馬 館 度 使 は 耳 を 貸さ な か っ た 。 案 に 違わ ず 、 女 真 族 
は 、 同 年 秋 、 不 意 に 造山 催 に 侵入 し て 略 邦 、 時 行 を 働い た 。 守 備 兵 は 小数 で あ 
っ た が 、 李 落選 は 陣頭 指揮 を と り 、 巧 みな 戦術 を も っ て 敵 兵 を 一 網 打 尽 に し た 。 

と ころ が 、 李 玩 区 の 功労 を ね た ん だ 兵 必 節 度 使 は 、 政 府 に 戦い に 敗れ た と 仙 
り の 報告 を し た た め 、 彼 は 角 免 され 、 一 兵卒 に 格下 げ さ れ た 。 け れ ど も 彼 の 愛 
国 心 は 藝 る こと が な か っ た 。 


半 


その 後 、 李 画 臣 は 全 維 道 助 防 将 に 任せ られ 、1589 年 か ら は 井 邑 県 監 、 珍 島 


郡 守 、 加 里 清久 使 を 歴任 し た あと 、1591 年 、 全 維 左 道 水軍 節度 使 に 任命 され た 。 
彼 は 日 本 軍 の 侵略 を 予想 し て 、 水 軍 の 強化 に 全力 を 傾け 、 部 隊 の 補充 ・ 整 備 、 
軍 糧 の 備 甘 、 武 備 の 改善 な ど に 尽力 する と と も に 、 世 界 最初 の 鉄 甲 船 で ある 亀 
F 船 の 建造 を 指導 し た 。 亀甲 船 の 建造 は 艦隊 の 強化 に 大 きく 役立っ た 。 

この よう に 朝鮮 水軍 は 、 李 刊 臣 将 軍 の 努力 に より 開戦 を 待た ず 日 本 侵略 軍 を 
迎え 撃つ 準備 を 整え た の で あっ た 。 


Tm 
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王 辰 祖国 戦争 の 際 、 封 建 文 配 層 は あわ て ふた めい て 逃走 し た が 、 将 軍 は 生命 
を 賭し て 国 を 守る こと を 決意 し 、 次 の よう な 詩 を 詠ん だ 。 


月 影 さ や か な 閑 山 島 の 夜 
ひと り 矢 倉 に 座り 
犬 妃 を 腰 に し て 
愛 い に 沈む と き 
草笛 の 音 ひ びき 
断腸 の 思い を つの ら せ る 


李 発 臣 将 軍 の 率い る 朝鮮 艦隊 は 緒戦 か ら 連 戦 連 勝 し て 日 本 軍 の 水陸 並 進 策 を 
破綻 させ 、 戦 局 を 朝鮮 側 に 有利 に 転換 させ た 。 

日 本 軍 は 、1592 年 末 か ら 全 維 道 一 帯 に 大 兵 カ を 投じ 、 朝 鮮 水 軍 の 基地 を 攻略 
する こと で 水陸 並 進 策 を あく まで も お し 進め よう と し た 。 


さ 


ゥ ウル ポ 


これ に 対処 し て 将軍 は 、1593 年 7 月 、 全 難 左 水 営 を 狂 水 港 か ら 閑 山 島 豆 選 浦 
に 移し た 。 こ の 時 、 彼 は 三 道 水軍 統 制 使 に 任命 され た 。 

将軍 は 、 休 戦 期間 も 敵 の 動き を 牽制 し 、 彼 ら が 全面 撤退 を お こ な っ て いな い 
状況 に あっ て 、 戦 闘 汰 備 の 強化 に 努め た 。 

1597 年 1 月 、 日 本 軍 が 再 侵 入 を 開始 し た 時 、 敵 の 好 計 に か か り 、 さ ら に は 李 
攻 臣 将軍 を ね た ん だ 慶 尚 右 水 使 元 均 の ざん 言 を 真 に 受け た 李 朝 政府 は 、 将 軍 に 
対馬 方 面 に 出 て 敵 を 迎え 撃つ よう 命じ た 。 将 軍 は それ を 無謀 な 作戦 で も や る と し 
て 、 命 令 に 従わ な か っ た 。 これが 災い し て 彼 は 三 道 水軍 統制 使 の 職 を 解 か れ た 
うえ 、 敵 に 内 通し た と 言う 濡れ 衣 を 着せ られ 、 死 刑 を 宣告 され た 。 

し か し 、 四 方 で 抗議 の 声 が 高まり 、 九 死に 一 生 を 得 た 将軍 は 都 元 帥 (地方 軍 
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クォン 


権 恒 の 部 隊 で 一 兵卒 と し て 服役 する こと に な っ た 。 

李 途 臣 将 軍 の あと を つい で 三 道 水軍 統制 使 に な っ た 元 均 は 、 敵 の 計略 に は ま 
り 、1597 年 7 月 、 漆 川島 沖の 海戦 で 惨敗 を 喫し て 戦死 し 、 艦 隊 は 壊滅 状態 に 陥 
37 

朝鮮 水軍 の 弱体 化 に 乗じ て 、 日 本 水軍 は 南海 を 制圧 し て 朝鮮 西海 を 北上 し 、 
陸軍 ( + 南 原 を 落と し 、 さら に 進撃 を 続け よう と 企図 し た 。 

深川 島 沖 海戦 の 敗 報 に 驚い た 政府 は あわ て て 、 同 年 8 月 、 李 発 臣 将軍 を 再び 
三 道 水軍 統制 使 に 任じ た が その 時 、 彼 が 引き 取っ た の は わずか 12 隻 の 戦艦 と 
200 名 の 兵員 だ け で あっ た 。 水軍 の 惨 慌 た る 状態 を 案じ し た 政府 は 、 当 分 の 間 陸 地 
で 戦う よう 勧め た が 、 将 軍 は これ を 拒み 、 国 王 に 次 の よう な 返 書 を 送っ た 。 

「 王 辰 年 (1592 年 ) 後 、 英 軍 が あえ て 全 維 ・ 忠 清 両 道 を 攻撃 で き な か っ た 主 
因 は 、 わ が 水軍 が 両道 の 要 所 を 固め て いた か ら で あ り ま す 。 

私 に は 12 隻 の 戦艦 が あり ます ゆえ 、 死 力 を 尽く し て 戦う な ら ば 、 ま だ まだ 
勝て る 望み は あり ます 。 カー 水軍 を 全廃 する な ら ば 、 敵 は これ を 幸い と し 、 や や 


こ 至 る で し ょ う が 、 こ れ を 私 は 愛 え る の で あり ます 。 た 


ーー 


が て 由 清 道 を 経て 漢江 
と え 戦 艦 は 少な い に せ よ 、 不 肖 私 が 生き て いる 以上 、 敵 は わが 水軍 を あな どれ 
Re も 91 

戦い の 準備 に 取り か か っ た 将軍 は 、 水 軍 基 地 を 全 維 道 の 
号 条 件 を 克服 し な が ら 水 軍 の 整備 ・ 強 化 に 努め た 。 

日 本 軍 は 330 余 隻 の 大 艦隊 を も っ て 、 朝 鮮 水軍 を 一 撃 の も と に 粉砕 し よう と 
勢い 込ん だ 。1597 年 9 月 16 日 、 李 発 臣 将軍 は 12 隻 の 艦船 を 率い て 鳴 染 海峡 に 
日 本 水軍 を 迎え 撃ち 、 こ こ で 30 余 隻 の 敵 船 を 撃 兆 し 、4, 000 余 の 敵 兵 を 殺傷 す 
る 輝かしい 戦果 を あげ た 。 その後 、 水 軍 の 再建 に 尽く し た 将軍 は 、1598 年 2 月 、 


肖 


島 に 移し 、 重 な る 


田 


コグ ム 


水軍 の 指揮 処 を 宝 花 島 か ら 古 今 島 ( 全 雑 南 道 発 島 郡 ) に 移し 、 侵 入 す る 日 本 能 
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隊 を つぎ つぎ に 撃破 し た 。 同 年 3 月 、 古 今 島 沖 に 侵入 し た 1 
E 南 道 宇城 郡 ) 沖 に 


た の を は じ め 、7 月 に は 折 個 島 ( 全 


SG めぐる 。 


1598 年 5 月 、 も は や や 勝算 が な いと 見 た 豊臣 秀吉 は 和議 


の 強い 反発 に あっ て 銅 境 に 立ち 、8 月 、 苦 悩 の 
抗戦 を 前 に 戦争 を 続け る こと が で き な く な っ た 日 


余 隻 の 艦船 を 急 派 し た 。 


16 隻 の 敵 船 を 撃破 し 


8 月 に は 再び 古今 島 沖 
に 侵入 し た 日 本 水軍 に 反撃 を 加え 、50 余 隻 を 焼き 払う 称 々 た る 戦果 を あげ た の 


義 を 申し 出 た が 、 朝 鮮 側 


う ち に 死亡 し た 。 朝鮮 人 民 の 徹底 
本 軍 は 、 総 退却 を 企図 し 、500 


李 償 臣 将軍 は 一 兵 た り と も 逃がす まじ と し て 、 海 路 を 封鎖 し た 。 敵 将 小西 は 


愚か に も 将軍 に 賭 略 を 贈り 、 


は 、 王 辰 年 以降 無数 の 日 本 軍 を 打ち 破っ て 分 天 
の うえ 彼ら か ら 何 を また 必要 と する の か 、 


て いる の だ 、 こ ん な 銃剣 が な ん で 宝 と な れ よ うか 、 


蹴 し た 。 
1598 年 11 月 19 日 朝 、 


李 償 臣 将軍 は つい に 全 水 軍 に ! 


退路 を 開い て くれ る よう 懇 請 し た 。 激 稀 し た 将軍 
ぴっ た 銃剣 が 山 を な し て いる 、 こ 
朝鮮 人 は 日 本 兵 の 首 級 を こそ 宝 と し 


と 言っ て 小西 の 申し 出 を 


上 


撃 命令 を 下 し 、 繰 


( 慶 測 南 道 南 海 郡 ) へ 向かっ た 。 王 展 祖 国 戦争 の 最後 を 飾る 邪 染 沖の 海戦 が 開 


始 さ れ た 。 


料 烈 な 戦い が 繰り 広げ られ 、 


身 の 危 険 を 顧み ず 陣 


頭 指 


将軍 は 、 勝 利 を 目前 に し て 致命 傷 を 負っ た 。 彼 は 、 
に 手渡 し 、「 今 は 戦い の 最 中 だ か ら 、 私 の 死 を 伏せ て お く の だ 」 と 言い 残し て 


へ と 奮い立た せ た 。 


息 を 引き 取っ た 。 遺言 どおり 、 


李 発 は 軍旗 を 振り か ざし 、 


揮 を 取っ て いた 季 玩 仰 臣 


2 


呈 っ て いた 軍旗 を 舞 の 李 発 


全 将 兵 を 最後 の 決戦 


こう し て 朝鮮 水軍 は 大 勝 を 博 し 、7 年 間 続 いた 王 辰 祖国 戦争 は 朝鮮 人 民 の 勝 


利 に 終わ っ た 。 
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それ か ら 数 百年 の 歳 月 が 流れ た が 、 国 家 と 民族 の 危機 を 救っ て 生命 を 捧げ た 
李 作 臣 将軍 の 愛国 心 と 功績 は 人 民 の 間 で 連綿 と 語り 継が れ 、 歴 史 に 光 を 放っ て 
いる 。 
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